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制作・発行元
菊池市役所市長公室
〒861-1392
熊本県菊池市隈府888番地
TEL：0968(25)7252
FAX：0968(25)2322
▼ホームページ  
https://www.city.kikuchi.lg.jp
▼市長メール  
mayor@city.kikuchi.lg.jp
▼広報メール  
kouhou@city.kikuchi.lg.jp

制作・発行元 編
集
後
記

菊文館 菊池市文化会館
菊老福 菊池老人福祉センター

児童セ 児童センター
西部セ 西部市民センター
菊中図 菊池市中央図書館
菊中公
菊福館

菊池市中央公民館
菊池市福祉会館

旭　公 旭志公民館
旭　図
泗支所

旭志図書館
泗水支所

子健セ こども健診センター
泗　公 泗水公民館

泗　ホ
泗　図

泗水ホール
泗水図書館

菊市所 菊池市役所本庁舎

七支所 七城支所
七城多目的研修センター

七　公
七　図

七城公民館
七城図書館

菊市広 菊池市ふるさと創生市民広場

旭支所 旭志支所

七多セ

○内の数字は掲載ページ。イベントの最新情報はホームページをご覧ください。市ホームページ
イベントカレンダー
二次元コード

▼
今
月
の
表
紙
は
花
き
農
家
の
梁

池
さ
ん
ご
夫
婦
で
す
。
ビ
ニ
ー
ル

ハ
ウ
ス
で
は
か
れ
ん
な
花
が
次
々

と
開
い
て
い
ま
し
た
。
最
近
は
暗

い
ニ
ュ
ー
ス
が
続
き
、
心
身
と
も

に
疲
れ
て
い
る
人
が
多
い
と
思
い

ま
す
。
暮
ら
し
の
中
に
花
を
取
り

入
れ
て
、
心
を
癒
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
大
切
な
人
に
花
を
贈
り
ま
し

ょ
う
。 　
　
　
　
　
　
　

  

三
代

▼
4
月
か
ら
広
報
に
入
っ
た
デ
ィ

〇
ニ
ー
大
好
き
東
田
で
す
。
今
月

号
で
は
菊
池
人
を
担
当
し
ま
し
た
。

四
苦
八
苦
し
な
が
ら
、
な
ん
と
か

仕
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
、
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ

う
か
？ 

井
藤
さ
ん
の
よ
う
に
私
も

自
然
の
中
で
過
ご
す
時
間
を
大
切

に
し
た
い
…
。
こ
れ
か
ら
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！ 

東
田

▼
ギ
ッ
ク
リ
腰
に
な
り
ま
し
た
。

昨
年
も
同
じ
こ
ろ
に
腰
痛
に
な

っ
た
気
が
…
。
要
は
腹
筋
が
鍛

え
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
腹
筋
、
鍛
え
ま
す
。
▼
緊
急

事
態
宣
言
が
つ
い
に
熊
本
県
に
も
。

不
要
不
急
の
外
出
を
避
け
、
３
密

を
避
け
る
行
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

み
ん
な
で
困
難
を
乗
り
越
え
ま
し

ょ
う
！　
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情報と元気を発信するマガジン

広報きくち

令和２年度
当初予算が決まりました

市民の選択、ここに決まる！
熊本県知事選挙

防災力強化に向け新体制スタート
菊池市消防団幹部を紹介します

菊池人
井藤憲幸さん

新型コロナウイルス感染症
生活を守るための支援

日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat
4/26 27 28 29 30 5/1 2

3 憲法記念日 4 みどりの日 5 こどもの日 6 振替休日 7 8 9

10 11 12
■年金出張相談
10：00～15：30（要予
約）菊市所健康推進課

13
■弁護士相談
9：00～正午（要予約）
菊市所総務課
■窓口延長（各種証明
書の発行）毎週㈬ ～
２０：００ 菊市所  市民課

14
◆献血⑪ 9：30～正午
県北広域本部
◆すくすく講座⑳
10：30～１１：30児童セ

15 16

17 18 19 20
■男女共同参画専門
委員相談⑳
13：30～16：30( 要予
約）菊市所   人権啓発・
男女共同参画推進課
■窓口延長（各種証明
書の発行）毎週㈬ ～
２０：００ 菊市所  市民課

21
◆すくすく講座⑳
10：30～１１：30児童セ

22 23

24 25
■納税相談夜間窓口⑳
～29日まで
～20：00菊市所 

26
■年金出張相談
10：00～15：30（要予
約）菊市所健康推進課
■もの忘れ相談会⑳
13：30～1６：00（ 要予
約）菊市所高齢支援課

27
■弁護士相談
9：00～正午（要予約）
七多セ総務課
■認知症介護家族の
つどい⑳
１３：３0～１５：３０菊老福
■窓口延長（各種証明
書の発行）毎週㈬ ～
２０：００ 菊市所  市民課

28
◆すくすく講座⑳
10：30～１１：30児童セ

29
◆献血⑪
9：30～16：00菊市所 

30

31 6/1 2 3
■人権相談
10：00～15：00菊中公
七多セ泗支所
■窓口延長（各種証明
書の発行）毎週㈬ ～
２０：００ 菊市所  市民課

4 5 6

新型コロナウイルス感染症の影響により掲載内容が変更にな
る場合があります。最新情報はホームページをご確認ください。



3月末の人の動き
人　口 前月比

総人口：48,271 人 －225
　 菊池：23,961 人 －121
　 七城： 5,250 人 －41
　 旭志： 4,433 人 －17
　 泗水：14,627 人 －46
男　性：23,126 人 －116
女　性：25,145 人 －109
世　帯： 19,486 世帯 23

年齢別人口 
0～14歳 6,290 人 13%
15～64歳 25,493 人 54%
65歳以上 16,038 人 33%
自然増減 社会増減
出  生：36 転  入：345
死  亡：52 転  出：188

Contents ～今月号の掲載項目～
３ 菊池人　井藤 憲幸さん

４ 新型コロナウイルス感染症
生活を守るための支援

6 令和2年度 当初予算が決まりました

8
9

菊池市消防団幹部を紹介します
熊本県知事選挙【菊池市開票区】 

10
11

健康だより 気をつけたい子どもの病気～手足口病～
国民年金情報／献血のお知らせ／介護予防ミニ講座

12
13

文芸きくち
KiCROSSだより

１4

１5

人権・同和教育シリーズ
韓国発見シリーズ　こんにちは金です
菊池一族の遺産
交流の絆／わいふ一番館／菊池観光協会

16

～

20

情報つう
▼お知らせ
職員人事異動（４月１日付）係長級以上/新しい民生委員・児童委員を
紹介します/新焼却施設および新最終処分場の名称決定/工業統計
調査を実施します/日本赤十字社活動資金へのご協力をお願いしま
す/5月の「税」の納期限 6月1日㈪／5月5日㈫㈷～11日㈪は「児童
福祉週間」です/家畜排せつ物は適正に管理してください/３月17日
以降に確定申告をした場合の注意点/身体や精神に障がいがある人
の軽自動車税減免/オオキンケイギクは特定外来生物です/令和２年
度春の狂犬病予防集合注射を延期します/令和２年度旭志ホタル観
賞会中止/印鑑の登録資格が見直されました
▼募集
儲かる農業を支援します/菊池養生園保健組合職員募集/社会体育
施設プール監視員募集/危険空家の解体・撤去費用を補助します/
泗水Ｂ＆Ｇ海洋センター幼児水泳教室受講生募集/菊池市営住宅補
充入居者を延期します
▼相談・講演講習
60歳からの就労相談会を開催します/ひきこもり相談/くらしサポー
トセンターを開設しています/ひとりで悩まないで男女共同参画専
門委員相談/認知症介護家族のつどい/もの忘れ相談会/納税相談
夜間窓口を開設します
▼イベント
未就学児のためのすくすく講座/伝承料理や体にやさしい料理を作
りませんか

21 市民の広場 / 菊池の情報発信

22
23

高校魅力化全力通信
菊池っ子だより

24 地域おこし協力隊通信

25 TOPICS～まちの話題～
30
31

市長からのメッセージ／休日在宅当番医
ハッピーバースデー／「赤ちゃんの駅」登録施設紹介

公式ホームページ

市民の暮らしに必要な情報やまちの話題などを掲載しています。

今月の表紙
　花き農家のビニールハウ
スではトルコギキョウの収穫
作業が始まりました。梁

やな

池
ち

省
しょう

吾
ご

さん（富区）は「みんな
にきれいな花を届けたいね」
と話します。今年はイベン
トや卒業式などの中止で花
の需要が落ち込んでいます。
これから色とりどりの花が咲
き誇る季節。暮らしの中に
花を取り入れてみませんか。

GooglePlay や AppStore で「 菊池市
ごみ分別アプリ」と検索し、ダウンロード
してください。左右の二次元コードを読
み取ると便利です。

ダウンロードはこちらから

【問い合わせ先】 環境課 ☎0968（25）72１７

Android用 iPhone用

菊池市ごみ分別アプリの主な特徴

菊池市ごみ分別アプリ
配信始めました！
　家庭ごみの分け方や出し方、ごみ収集日などを、スマー
トフォンやタブレット端末で「いつでも、どこでも、簡単に」
検索できるアプリケーションを配信しています。登録は無
料。ぜひ、ダウンロードしてご利用ください。

50音順またはキーワードでごみの分
け方や出し方を検索できます。

お使いのスマートフォンやタブレットを
利用するため、自宅や外出先で情報を確
認できます。

よくある質問と回答を見ることができます。台風や大型連休中
の家庭ごみの収集など、環境課からのお知らせ機能もあります。

時間を設定し、ごみの出し忘れを防止。

分類辞典／分け方・出し方

いつでも、どこでも

Ｑ＆Ａや環境課からのお知らせも

出し忘れ防止アラート

ごみの出し方を簡単に検索！

新型コロナウイルス感染症の影響により掲
載内容が変更になる場合があります。最
新情報はホームページをご確認ください。

「菊池人」
希望者を募集します
　 新 し い こ と に 挑戦 し て い る
人、伝統を受け継いでいる人など、
菊池で頑張っている人を募集し
ます。本市在住であれば自薦・他
薦は問いません。詳しくは市長
公室までお問い合わせください。

問い合わせ先
　市長公室広報交流係
　☎ 0968（25）7252

山に登ることが
私の休息

31 2

　
「
改
め
て
聞
か
れ
る
と
難
し
い
ね
ぇ
」。
山

登
り
の
魅
力
を
尋
ね
る
と
、
照
れ
く
さ
そ
う

な
表
情
で
は
に
か
む
。

　

若
い
頃
か
ら
登
山
を
は
じ
め
、
サ
イ
ク
リ

ン
グ
や
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
な
ど
に
親
し
ん
で

き
た
。「
一
度
は
登
っ
て
み
た
い
」
と
、
タ

ン
ザ
ニ
ア
の
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
へ
。
標
高

５
８
９
５
㍍
の
ア
フ
リ
カ
大
陸
最
高
峰
に
5

人
の
仲
間
と
挑
み
、
登
頂
を
果
た
す
。

　
「
山
登
り
の
楽
し
さ
を
み
ん
な
に
も
味

わ
っ
て
も
ら
い
た
い
」。
38
歳
の
と
き
、
登

山
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
ろ
う
と
七
城
町
の
広
報

紙
に
掲
載
し
た
と
こ
ろ
、
50
人
を
超
え
る
希

望
者
が
集
ま
っ
た
。「
山さ

ん

楽が
く

会か
い

」
を
発
足
し
、

例
会
日
に
は
、
会
員
と
九
州
の
山
を
登
る
。

　

会
の
平
均
年
齢
は
65
歳
以
上
。
一
人
で
は

挑
戦
で
き
な
い
人
の
た
め
に
も
、
登
山
装
備

の
選
び
方
や
声
掛
け
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
は
欠

か
さ
な
い
。
危
険
個
所
が
な
い
か
下
見
も
必

ず
行
う
。
い
か
に
し
て
安
全
に
、
楽
し
ん
で

山
に
登
っ
て
も
ら
え
る
か
。
歩
き
や
す
い
道

を
先
導
し
、
自
生
す
る
植
物
の
解
説
を
入
れ

な
が
ら
、
会
員
を
山
へ
導
く
。「
一
人
で
登

る
の
も
い
い
け
ど
、
皆
が
楽
し
ん
で
い
る
姿

を
見
る
こ
と
が
今
の
私
の
楽
し
み
で
す
ね
」

　

登
山
は
山
頂
ま
で
の
過
程
を
楽
し
む
の
も

醍だ
い

醐ご

味み

だ
。「
四
季
折
々
の
花
や
草
木
、
鳥

の
さ
え
ず
り
を
聞
き
、
自
然
を
感
じ
て
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
す
る
。
き
つ
い
け
ど
、
私
に
と
っ

て
の
最
高
の
休
息
に
な
っ
て
い
ま
す
」

　

今
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
、
会
員
と
登
山
で
き
な
い
状
況
が
続
い

て
い
る
。「
ま
た
、
皆
と
山
に
登
る
こ
と
が

で
き
た
ら
」。
遠
く
を
見
つ
め
な
が
ら
、
今

日
も
山
に
思
い
を
は
せ
る
。

Profile　いとう・のりゆき
昭和26年2月13日生まれ。旧・七城町役場の OB。平成10年
に「七城山楽会」を創設し、平成17年の合併により、「菊池山
楽会」と名称を変更。退職後は、農業機械の買い取りと販売を
行う。58歳のとき、キリマンジャロに登頂。登山ガイドの資格
も取得。「七城走ろう会」メンバー。七城町梶迫区在住。69歳。

旭志の鞍
くら

岳
だけ

山頂。背中のリュックは10年
間愛用している。今ではすっかり相棒だ

菊池山楽会リーダー

井藤 憲幸さん

1_ 山楽会メンバーの集合写真。現在の会員数は46人。井藤さんはいつも撮影する側
だ 2_ 会員や登山仲間とともに作った記念誌 3_キリマンジャロの登山行動は５泊６日。
睡魔に襲われながらも無事に登り切った
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健康への心配、売上げ減少への不安など、生活や雇用を
守るための情報や支援制度を紹介します。要件や申請方
法などは各担当課や事業所などにお問い合わせください。

■自身や家族の健康が心配な人
　新型コロナウイルス感染症の発生について、厚生労
働省が無料の電話相談を受け付けています。
☎０１２０（５６５）６５３（受付時間：午前９時～午後９時）
Ⓕ０３（３５９５）２７５６ ※電話での相談が難しい人
■帰国者・接触者相談センター
　下記の❶～❸の症状がある人は、「帰国者・接触者
相談センター」に相談してください。
❶�風邪の症状や37.5℃以上の発熱が4日以上続いて

いる。（解熱剤を飲み続けなければならないときを
含みます※）

　※�高齢者や基礎疾患などがある人は、❶の状態が2
日程度続く場合（妊婦の人も念のため高齢者や基
礎疾患などがある人と同様）

❷�強いだるさ（倦怠感）や息苦しさ（呼吸困難）がある。 
❸�新型コロナウイルス感染症のクラスターの一員に

該当する人。（症状の有無や接触した日からの経過
日数は問いません）

　�→相談の結果、感染の疑いのある場合は、専門の「帰
国者・接触者外来」を紹介されます。

　☎0968（25）4138（菊池保健所内）
■予防などの相談
　検査以外の感染予防などの相談を受け付けます。
問健康推進課　☎0968（25）7219

■上下水道料金の猶予
　上下水道料金について、支払いの猶予や相談、申請
を受け付けます。
問水道局 お客様センター　☎0968（25）1811
■電気・ガス料金の猶予
　経済産業省は「生活不安に対応するための緊急措置」
を踏まえ、電気・ガス事業者に対し、支払いの猶予など
柔軟な対応を要請しています。
　詳しくは契約している電気・ガス事業者にお問い合
わせください。
■市営住宅家賃の猶予
　収入が大幅に減少し、家賃の支払いが難しくなった
入居世帯に対し、家賃の支払いを猶予します。
問都市整備課　☎0968（25）7243

■税の納付猶予
　制度の詳細や申請方法などは、決まり次第ホームペー
ジなどでお知らせします。
問税務課　☎0968（25）7208

		

　国・県・菊池市は、新型コロナウイルス感染症の影響
を受けた中小企業者、個人事業者などに対し、特別融
資や助成金などの支援策を行います。
■融資制度
❶日本政策金融公庫
❷熊本県金融円滑化特別資金（県）
❸熊本県金融円滑化特別資金（国）
❹熊本県小規模事業者おうえん資金
❺緊急時短期資金
❻�その他新型コロナウイルス感染症の影響による貸

付で市長が認めるもの（対策が長期化した場合に創
設された新型コロナウイルス対策融資を対象）

問❶日本政策金融公庫熊本支店　☎096（352）9155
　❷～❺
　肥後銀行菊池支店　☎0968（25）1141
　熊本銀行菊池支店　☎0968（25）4161
　熊本第一信用金庫菊池支店　☎0968（25）3131
■利子補給
　新型コロナウイルス感染症に関する上記❶～❻の
資金・融資の利息を３年間、市が全額補給します。毎年、
１月から12月までに支払った利子の補給を、翌年１月
に申請してください。利子の補給時期は3月を予定し
ています。※申請は毎年行う必要があります
問商工観光課　☎0968（25）7223
■雇用調整助成金の特例措置
　計画休業する事業者は助成金を受け取ることがで
きます。（中小企業４／５、大企業２／３、解雇などを行
わない場合は中小企業９／１０、大企業３／４）
　４月１日～６月３０日は、１年間の支給限度日数100日
とは別に雇用調整助成金を利用可能です。
問熊本労働局　☎096（312）0086
　熊本県社会保険労務士会（専門家無料派遣）
　☎0120（45）1124

　収入が大幅に減少した場合、保険料の減免や納付
を猶予します。制度の詳細や申請方法などは、決まり
次第お知らせします。
■�国民健康保険税・後期高齢者医療保険料の減

免または納付猶予
問健康推進課　☎0968（25）7218
■介護保険料の減免または納付猶予
問高齢支援課　☎0968（25）7215

■保育所などの保育料の軽減
　市の要請・同意により保育所および認定こども園の
登園を自粛した場合、保育料を日割りで計算します。
問子育て支援課　☎0968（25）7214
■菊池市奨学金の返還猶予や貸付基準の緩和
　菊池市奨学金の返還猶予、申請期間の変更や基準を
緩和します。
問学校教育課　☎0968（25）7230

■収入減少に伴う生活困窮相談
　収入減少による生活困窮の相談や生活福祉資金貸
付制度の案内、就労支援、住居確保給付金、家計相談
などを受け付けます。
問生活支援課くらしサポートセンター　☎0968（25）1411

■特別定額給付金（仮称） 
　制度の詳細や申請方法などは、決まり次第お知らせ
します。
問総務省コールセンター　☎03（5638）5855
　総務課　☎0968（25）7111

　新型コロナウイルス感染症の影響を受けている事
業者の相談窓口
▶日本政策金融公庫 熊本支店　☎096（353）6121
▶商工中金熊本支店　☎096（352）6184		
▶熊本県信用保証協会　☎096（375）2000	
▶熊本県商工会連合会　☎096（325）5161	
▶熊本県よろず支援拠点　☎096（286）3355	
▶熊本県中小企業団体中央会　☎096（325）3255
▶中小機構九州本部企業支援課　☎096（263）0300
▶九州経済産業局中小企業課　☎092（482）5447
▶九州財務局　☎096（353）6352

■持続化給付金
　新型コロナウイルス感染症拡大で影響を受けてい
る事業者に事業全般に広く使える資金を給付します。
問中小企業金融・給付相談窓口　☎0570（78）3183
■ものづくり・商業・サービス補助
　新製品・サービス開発・生産プロセス改善などのた
めの設備投資を支援します。（中小企業１／２、小規模
企業２／３、補助上限1千万円）
問ものづくり補助金事務局　☎050（8880）4053
■持続化補助金
　小規模事業者の販路開拓のためインターネット販売
強化や旅館の自動受付機導入などの取り組みを支援
します。（補助率２／３、上限５０万円）
問全国商工会連合会　☎03（6670）2540
■ＩＴ導入補助（６月公募開始予定）
　テレワークを導入する中小企業、小規模企業者を補
助します。（補助率１／２、補助額３０万円～４５０万円）
問一般財団法人サービスデザイン推進協議会
　☎0570（666）424

■農林漁業者向け金融支援制度
　経営が悪化した農林漁業者が、今後の経営に支障
を来さないよう「保証料不要」、「５年間無利子」の金融
支援を行います。
問農政課　☎0968（25）7221

　情報は随時更新されています。最新の情報を確認
してください。
▶市ホームページ
▶首相官邸ホームページ
▶熊本県ホームページ

生活を守るための支援 新型コロナウイルス感染症

健康に関する相談

経営に関する相談窓口

事業者への融資・給付など

農林漁業

最新情報はホームページから

生活困窮者自立支援事業

給付金

公共料金・市営住宅の家賃

税 金

医療保険・介護保険

保育・学費など

換気の悪い
密閉空間

× ×
多数が集まる
密集場所

×
間近で会話や
発声をする

密接場所
３つの密を
避けましょう！

集団発生を防ぐために

　新型コロナウイルス感染症の対
策として、集団感染（クラスター）の
発生を防止することが重要です。
　右記の３つの条件がそろう場所
は集団発生のリスクが高いとされ
ています。「３つの密」が重ならな
いよう日頃から注意しましょう。

※��４月21日現在の情報です

市ホームページはこちらから↑
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「
菊
池
市
第
２
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
」に
基
づ
き
、歳
出
の
重
点
化・
効

率
化
を
図
り
、必
要
性・緊
急
性
の
高
い
事
業
に
優
先
的
に
取
り
組
む
た
め
、健

全
な
財
政
運
営
に
配
慮
し
た
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

問
財
政
課　
☎
０
９
６
８（
25
）７
２
０
２

令和２年度

歳 出［目的別］ ［性質別］
総額275億8,200万円

グ
ラ
フ
で
見
る
本
年
度
の
予
算

歳 入円グラフは「歳
入」「歳出（目的
別・性質別）」を
表しています。 総額275億8,200万円

当
初
予
算
が

　
　
決
ま
り
ま
し
た歳入

■自主財源　地方公共団体が自らの権能に基
づいて自主的に収入するもの
■依存財源　国や県の意思決定に基づき収入
されるもの
■市税　市民税や固定資産税など市民の皆さ
んからの税金
■その他　分担金、負担金、使用料、手数料、繰
越金、諸収入など
■地方交付税　地域ごとの状況の違いを調整す
るため国税の一部から交付されるお金
■国庫・県支出金　特定事業に対し国・県から使
いみちを指定して交付されるお金
■繰入金　基金から一般会計に組み入れるお金
■市債　長期間利用される市の施設をつくるた
めなどに借り入れるお金

歳出
■義務的経費　人件費、扶助費、公債費を合わ
せた、毎年必ず支出が必要となる費用
■人件費　職員の給料や退職金などの費用
■扶助費　保育所の運営、生活保護、子どもの
ための手当て、医療費の援助などの費用
■公債費　過去の借入金に要する返済のため
の費用
■普通建設事業費　道路工事や施設などを建
設する事業に要する費用
■物件費　消耗品や備品などに要する経費、委
託料、光熱水費など
■補助費等　公益的な事業などに対しての補
助金や負担金など
■繰出金　一般会計から特別会計などに支出
する経費

　
令
和
２
年
度
の
予
算
編
成
は
、
基
本

構
想
の
実
現
に
向
け
た
長
期
的
な
施
策

展
開
を
見
据
え
つ
つ
、
第
２
次
総
合
計

画
に
基
づ
く
「
安
心
・
安
全
の
『
癒
し

の
里
』
き
く
ち
」
の
実
現
に
向
け
た
着

実
な
取
り
組
み
と
な
る
よ
う
留
意
し
、

「
ま
ち・ひ
と・し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

に
係
る
施
策
に
つ
い
て
は
、
着
実
な
展

開
を
図
る
と
と
も
に
、
市
民
ニ
ー
ズ
に

応
え
た
実
効
性
の
あ
る
編
成
と
な
る
よ

う
に
努
め
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
平
成
27
年
度
か
ら
始
ま
っ

た
合
併
に
伴
う
特
例
措
置
の
段
階
的
な

縮
小
が
昨
年
度
で
終
了
し
、
今
年
度
よ

り
一
本
算
定
で
の
算
定
と
な
る
た
め
、

従
前
の
予
算
規
模
の
維
持
は
厳
し
い
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
既
存
の
事
業
や

経
常
経
費
な
ど
を
厳
し
く
見
直
し
な
が

ら
経
費
削
減
に
努
め
、
今
ま
で
以
上
に

計
画
的
な
行
財
政
運
営
を
行
っ
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

予
算
の
概
要

　
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
掲
げ
た
６
つ
の
戦

略
を
は
じ
め
と
す
る
重
点
事
業
を
着
実

に
推
進
し
ま
す
。

❶
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

　
近
年
の
災
害
の
多
発
化
、
甚
大
化
に

よ
り
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
を
含
め
た
総
合

的
な
防
災
体
制
の
整
備
が
急
務
で
あ
り
、

特
に
情
報
発
信
体
制
の
強
化
が
重
要
と

な
る
た
め
、「
き
く
ち
防
災
行
政
ナ
ビ
」

の
普
及
拡
大
や
「
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
災
害

情
報
発
信
器
」
の
更
な
る
活
用
を
図
り

ま
す
。

　

国
土
強
靭
化
地
域
計
画
を
も
と
に
、

大
規
模
自
然
災
害
を
見
据
え
、
防
災
・

減
災
と
地
域
成
長
を
両
立
さ
せ
た
地
域

づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
地
域
特

性
に
も
配
慮
し
な
が
ら
、
安
全
で
快
適

な
生
活
環
境
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

❷
人
が
集
ま
る
魅
力
の
ま
ち
づ
く
り

　
昨
年
発
足
し
た
「
南
北
朝
・
菊
池
一

族
歴
史
街
道
推
進
連
絡
協
議
会
」
に
お

い
て
、
各
地
域
の
歴
史
文
化
資
源
を
活

用
し
た
事
業
を
展
開
し
て
い
き
な
が
ら
、

観
光
振
興
や
自
治
体
間
交
流
に
よ
る
活

性
化
を
図
り
ま
す
。

　
菊
池
氏
の
発
祥
か
ら
９
５
０
年
に
あ

た
り
さ
ら
な
る
連
携
の
強
化
を
図
る
と

と
も
に
、『
菊
池
』
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
、

歴
史
フ
ァ
ン
な
ど
と
つ
な
が
る
「
菊
池

フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
制
度
（
仮
称
）」
を
構

築
し
、
関
係
人
口
の
創
出
・
拡
大
に
よ

る
地
域
活
性
化
を
推
進
し
ま
す
。

❸
未
来
に
つ
な
が
る
農
業
力

　
本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
に
つ

い
て
は
、
ブ
ラ
ン
ド
競
争
力
の
向
上
や

　
こ
ど
も
健
診
セ
ン
タ
ー
の
整
備
や
乳

が
ん
個
別
検
診
の
推
進
、
健
康
ポ
イ
ン

ト
事
業
な
ど
市
民
の
健
康
に
関
す
る
取

り
組
み
に
つ
い
て
も
充
実
を
図
り
ま
す
。

❻
働
き
方
改
革
と
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
改
善

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
と
な
る
支
所

庁
舎
に
つ
い
て
は
、
旭
志
・
泗
水
支
所

は
庁
舎
整
備
の
完
了
に
伴
い
駐
車
場
な

ど
の
外
構
工
事
を
進
め
、
七
城
支
所
に

つ
い
て
は
、
庁
舎
の
縮
小
建
替
方
針
に

伴
い
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
職
員
が
手
作
業
で
行
っ
て
い
た
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
へ
の
入
力
作
業
を
自
動
化

で
き
る
Ｒ
Ｐ
Ａ
の
試
行
や
情
報
シ
ス
テ

ム
の
調
達
の
適
正
化
な
ど
に
取
り
組
み
、

事
務
の
効
率
化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

予
算
の
規
模

　

一
般
会
計
予
算
は
、
令
和
元

年
度
と
比
べ
て
２・
８
％
減
の

２
７
５
億
８
２
０
０
万
円
で
す
。

●
歳
入

　

貴
重
な
自
主
財
源
で
あ
る
市
税
は
、

少
子
高
齢
化
の
進
展
に
伴
う
生
産
年
齢

人
口
の
減
少
な
ど
が
推
測
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
前
年
度
か
ら
０・
６
％
の
減
を

見
込
み
ま
し
た
。
国
・
県
な
ど
の
特
定

財
源
お
よ
び
地
方
交
付
税
な
ど
を
加

え
て
も
不
足
す
る
歳
出
に
見
合
う
財

源
に
つ
い
て
は
、
将
来
の
健
全
な
財

政
運
営
を
検
証
し
、
地
方
交
付
税
の

振
り
替
え
で
あ
る
臨
時
財
政
対
策
債

５
億
５
５
０
０
万
円
の
発
行
と
、
財
政

調
整
基
金
を
25
億
３
３
０
０
万
円
取
り

崩
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

集
落
営
農
・
後
継
者
対
策
な
ど
、
Ｊ
Ａ

菊
池
と
連
携
し
な
が
ら
農
業
の
永
続
的

発
展
の
た
め
の
取
り
組
み
を
引
き
続
き

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ア
グ
リ
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
構
想
事

業
を
は
じ
め
と
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
や

Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど
の
先
端
技
術
を
活
用
し
た

ス
マ
ー
ト
農
業
の
実
現
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
、
農
畜
産
物
の
品
質
や
生

産
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

❹
明
日
を
担
う
人
財
育
成

　
本
市
独
自
の
「
給
付
型
奨
学
金
」
の

運
用
を
は
じ
め
、
中
学
生
の
リ
ー
ダ
ー

育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
宿
泊
型
研
修

「
プ
ラ
チ
ナ・森
の
学
校
き
く
ち
」や「
プ

ラ
チ
ナ
未
来
人
財
育
成
塾
」
な
ど
に
取

り
組
み
な
が
ら
人
材
育
成
を
図
り
ま
す
。

　
昨
年
６
月
に
「
学
校
教
育
の
情
報
化

の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
、

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
が
発
表
さ
れ

た
こ
と
を
受
け
、
本
市
と
し
て
も
こ
れ

ま
で
先
進
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た

が
、
さ
ら
に
国
が
提
唱
す
る
「
１
人
１

台
の
端
末
整
備
」
の
実
現
に
向
け
、
充

実
を
図
り
ま
す
。

❺
人
と
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

　
住
み
や
す
さ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
、
日
常
生
活
に
必
要
な
移

動
手
段
で
あ
る
路
線
バ
ス
へ
の
支
援
や

べ
ん
り
カ
ー
、
あ
い
の
り
タ
ク
シ
ー
の

運
行
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
利
用
者

の
利
便
性
向
上
を
図
る
た
め
、
べ
ん
り

カ
ー
の
運
行
デ
ー
タ
調
査
や
ア
プ
リ
・

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
利
用
し
た
あ
い
の
り
タ

ク
シ
ー
予
約
シ
ス
テ
ム
の
実
証
事
業
を

行
い
ま
す
。

●
歳
出

　

主
な
事
業
と
し
て
は
、
泗
水

中
学
校
長
寿
命
化
改
良
事
業

（
５
億
４
４
１
９
万
円
）、
北
岸
線

道
路
改
良
事
業
（
２
億
円
）、
公

営
住
宅
ス
ト
ッ
ク
総
合
改
善
事

業
（
１
億
５
８
６
５
万
円
）、
鴨

川
公
園
板
井
線
道
路
改
良
事
業

（
１
億
２
０
４
９
万
円
）、
松
尾
川
整
備

事
業
（
１
億
円
）
お
よ
び
七
城
、
旭
志
、

泗
水
各
支
所
の
庁
舎
施
設
等
整
備
事
業

（
２
億
３
５
９
２
万
円
）
な
ど
が
主
な

も
の
で
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
分
か
り
や
す
い

「
市
民
向
け
予
算
説
明
書
」
を
掲
載
し

て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
予
算

書
は
財
政
課
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

扶助費22.9%
63億1,758万円

民生費 35.3%
97億5,333万円

市税 19.6%
54億1,491万円

その他 16.4%
45億3,641万円

国庫支出金 13.5%
37億2,965万円

県支出金 9.0%
24億7,521万円

地方債 8.4%
23億150万円

地方交付税 27.6%
76億円

地方譲与税等 5.5%
15億2,432万円

総務費 11.6%
31億9,347万円

教育費 10.4%
28億5,949万円

公債費 12.8%
35億2,292万円

土木費 8.6%
23億7,393万円

農林水産業費 7.5%
20億6,640万円

衛生費 8.2%
22億7,516万円

義務的
経費
52.8%

その他の
経費
38.2%

自主財源
36%

依存財源
64% 投資的

経費
9.0%

人件費 17.1%
47億2,665万円

公債費 12.8%
35億2,292万円普通建設事業費等

8.9%
24億5,107万円

補助費等 14.7%
40億5,612万円

物件費 13.5%
37億2,967万円

繰出金 8.7%
23億9,983万円

維持補修費 0.5%
1億4,235万円 その他 0.4%

1億267万円
積立金 0.5%
1億3,314万円消防費 3.2%

8億9,227万円

商工費 1.4%
3億7,581万円

議会費 0.7%
2億676万円

その他 0.3%
6,246万円
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団長　永
なが

田
た

智
とも

久
ひさ

令和2年4月団長就任

分  団 分団長 団員数 区  域

第１分団 小
こ

池
いけ

幸
こう

一
いち

郎
ろう

146 上町、中町、下町、切明、迎町、中央通、横町、立町、正院町、栄町、東、西正観寺、亘、築地、高野瀬、
北原、立石、片角、堀切、稗方、遊蛇口、袈裟尾、玉祥寺

第２分団 山
やま

瀬
せ

欣
きん

也
や

76 松島、神鶴、柿木平、日向、中原、藤田、上木庭、下木庭

第３分団 上
うえ

田
だ

健
たけ

博
ひろ

103 鍋倉、佐野、原細永、日生野、伊牟田、永山、伊野、杉生、木護、柏、戸城、鉾の甲、下組、長六、塚原、岩平

第４分団 松
まつ

山
やま

裕
ひろ

史
し

71 雪野、寺小野、染土、長野、龍門１、小木、鳳来、穴川

第５分団 田
た

中
なか

　誠
まこと

100 東迫間、西迫間、市野瀬、中野瀬、七坪、太田、戸豊水、大柿、平野、茂藤里、篠倉、伊倉、道園、金峰、
生味、立門、木佐木、滝黒仁田、古川

第６分団 野
の

村
むら

政
せい

太
た

郎
ろう

120 辻、上西寺、中西寺、南古閑、北古閑、下西寺、神来、野間口、東原、深川、大琳寺、北宮、大塚、村田、
上長田、下長田

第７分団 佐
さ

々
さ

木
き

誠
まこと

123 上出田、下出田、広瀬、植古閑、木柑子、花房台、今、甲森北、乙森北、上古閑、上赤星、下赤星

第８分団 平
ひら

田
た

真
ま

佐
さ

光
みつ

79 山崎、上水次、下水次、岡田、流川、辺田、荒牧、台、瀬戸口、高田

第９分団 坂
さか

口
ぐち

祐
ゆう

紀
き

112 甲佐町、新古閑、清水、宮園、菰入、間所、戸田島、田中、本村、加恵、五海、西郷、羽根木、蟹穴

第10分団 坂
さか

井
い

北
ほく

斗
と

79 岩瀬、前川、板井、梶迫、林原、元村、内島、打越、新村、小野崎、大尺、松島、上橋田、下橋田

第11分団 水
みず

上
かみ

　悌
だい

144 津留、小原、高柳、湯舟、北桜ケ水、南桜ケ水、平、小川、姫井、楠原、九ノ峰、岩本、伊萩

第12分団 永
なが

田
た

雅
まさ

裕
ひろ

107 妻越、大迫、高永、伊坂、川上、川下、出分、あさひが丘、川辺南、片川瀬、尾足

第13分団 井
い

島
じま

祐
ゆう

貴
き

101 薬師、上高江、竹の下、福本二、福本一、田吹、富出分、田中、富、朝日団地、村吉、富の原中央、富の原台、
富の原東、富の原北、富の原一、富の原西

第14分団 林
はやし

　忠
ただ

明
あき

93 永出分、桜山一～九、富納、永、永南、南住吉、上住吉、北住吉、飛熊

第15分団 古
ふる

市
いち

和
かず

樹
き

93 久米一、久米二、三万田、高江、高江出分、田島一、田島二、猪の目、岡、平野、井戸方、佐野、糠泉
本部機動隊・女性消防隊 75 市内全域

計 1,622

▼各分団

菊池市消防団幹部を紹介します
　市消防団は４月１日から新体制となりました。永

なが

田
た

智
とも

久
ひさ

団
長の下、「市民の生命、身体、財産をあらゆる災害から守り
自らの地域は自らで守る」を使命に力を尽くしていきます。
　新型コロナウイルス感染拡大予防のため、毎年開催して

いる菊池市消防団の入団式は中止になりましたが、永田団
長は「消防団員として、地域の人から信頼されるよう共に努
力しましょう」と話しています。
問い合わせ先　防災交通課  ☎0968（25）7203　

防災力強化に向け新体制スタート

（敬称略）

副団長　佐
さ

野
の

木
き

成
しげ

俊
とし

菊池方面隊長

副団長　渡
わた

邊
なべ

輝
てる

寿
ひさ

菊池方面副隊長
副団長　川

かわ

口
ぐち

嘉
よし

一
かず

菊池方面副隊長

副団長　秋
あき

岡
おか

秀
しゅう

一
いち

七城方面隊長

副団長　松
まつ

岡
おか

伸
のぶ

幸
ゆき

七城方面副隊長

副団長　芹
せり

川
かわ

正
まさ

直
なお

旭志方面隊長

副団長　青
あお

木
き

隆
たか

弥
や

旭志方面副隊長

副団長　山
やま

本
もと

英
えい

治
じ

泗水方面隊長

副団長　倉
くら

本
もと

達
たつ

明
あき

泗水方面副隊長

投票所
選挙当日有権者数（人） 投票者総数（人） 投票率（％）
男 女 計 男 女 計 男 女 計

第1 熊本県県北広域本部 984 1,144 2,128 381 499 880 38.72 43.62 41.35 
第2 ふれあい交流センター 667 738 1,405 375 394 769 56.22 53.39 54.73 
第3 菊池市役所庁舎 1,876 2,126 4,002 807 951 1,758 43.02 44.73 43.93 
第4 文化会館小ホール 1,278 1,497 2,775 573 662 1,235 44.84 44.22 44.50 
第5 藤田公民館 513 586 1,099 274 316 590 53.41 53.92 53.69 
第6 水源支館 385 394 779 209 195 404 54.29 49.49 51.86 
第7 水迫里山の家 217 210 427 103 103 206 47.47 49.05 48.24 
第8 龍門体育館 315 354 669 181 193 374 57.46 54.52 55.90 
第9 迫間支館 524 550 1,074 289 295 584 55.15 53.64 54.38 
第10 西部市民センター 1,402 1,474 2,876 577 641 1,218 41.16 43.49 42.35 
第11 花房小学校体育館 707 811 1,518 357 422 779 50.50 52.03 51.32 
第12 戸崎支館 632 748 1,380 325 383 708 51.42 51.20 51.30 
第13 七城老人福祉センター 440 487 927 245 266 511 55.68 54.62 55.12 
第14 七城公民館 597 634 1,231 291 305 596 48.74 48.11 48.42 
第15 七城体育館 556 657 1,213 300 324 624 53.96 49.32 51.44 
第16 リバーサイドパーク 466 503 969 218 250 468 46.78 49.70 48.30 
第17 岩本公民館 443 436 879 260 247 507 58.69 56.65 57.68 
第18 高柳集落センター 371 388 759 182 192 374 49.06 49.48 49.28 
第19 旭志小学校体育館 518 572 1,090 235 266 501 45.37 46.50 45.96 
第20 川辺コミュニティセンター 468 524 992 222 244 466 47.44 46.56 46.98 
第21 泗水支所 1,487 1,721 3,208 724 868 1,592 48.69 50.44 49.63 
第22 泗水東小学校体育館 879 980 1,859 381 435 816 43.34 44.39 43.89 
第23 泗水西小学校体育館 684 763 1,447 352 372 724 51.46 48.75 50.03 
第24 泗水B＆G海洋センター体育館 1,657 1,743 3,400 610 688 1,298 36.81 39.47 38.18 
第25 泗水第2体育館 993 1,009 2,002 384 401 785 38.67 39.74 39.21 

合　　計 19,059 21,049 40,108 8,855 9,912 18,767 46.46 47.09 46.79 

▼投票集計表

市民の選択、ここに決まる！

　任期満了に伴う熊本県知事選挙が３月22日にあり、
即日開票され蒲

かば

島
しま

郁
いく

夫
お

さんが当選しました。
　投票は同日午前７時から午後７時まで、市内25カ
所の投票所であり、開票作業を午後８時30分から菊
池市総合体育館メインアリーナで行いました。
　候補者別の得票数と投票所別の投票率は、次のと
おりです。

開
票
結
果

問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局　
☎（

25
）７
２
０
１

熊本県知事選挙【菊池市開票区】

▼候補者別得票数

候補者名
（届出順・敬称略）

得票数
（票）

　　  幸山　政史 4,719    

　　  かばしま　郁夫 13,964 

▼投票率・投票数

投票率(%) 46.79

有効投票数（票） 18,683

無効投票数（票） 83 当
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問い合わせ先 健康推進課高齢者医療・年金係  ☎0968（25）72１８

国民年金は「老齢年金」「障害年金」「遺族年金」の３つの年金があり、“今”と“将来”
を支える大切な備えです。日本に住んでいる20歳以上60歳未満のすべての人が
加入する国民年金の情報をお伝えします。

問い合わせ先 健康推進課健康推進係 ☎0968（25）7219

寒い冬はインフルエンザなどの流行のシーズンですが、暑い夏にも流行する病気があ
ります。今月は昨年の6月～8月に過去20年間で最も流行した、手足口病についてお
知らせします。これからの季節に注意していきましょう。

～ 筋トレが健康寿命をのばす ～ ～ 献血にご協力ください ～
　筋肉量は何もしなければ年に約1%の割合で減って
いきます。20代の時に比べて、60代では筋肉量が約
40%も減ってしまいます。低下し続ければ運動機能が
衰えるだけでなく、着実に要介護や寝たきりに近づく
ことが分かっています。筋肉は衰えやすい反面、鍛え
れば何歳からでも増やすことができます。筋トレこそ
健康寿命をのばす１番シンプルで効果的な方法です。

こんなことありませんか?
▶つまずきやすくなった ▶片足立ちで靴下を履く時よ
ろけることが多い ▶ペットボトルのふたが開けにくい 
▶歩くスピードが遅くなった ▶疲れやすくなった

　筋肉の衰えは上記のような兆候として表れてきます。
１つでも思い当たる人は注意が必要です。寝たきりに
ならず、活動的な毎日を過ごせるように、今日から無
理のない範囲で筋トレを始めましょう。そして、毎日こ
つこつ続けることが大切です。

献血カードをお持ちください
　献血の安全性向上のため、運転免許証やパスポー
トなどで本人確認をお願いしています。献血カードを
持っている人は一緒にお持ちください。
　薬を飲んでいる人でも献血できる場合があります。
会場で医師が判断しますのでご相談ください。

ＨＩＶ検査目的の献血はお断りしています
　ＨＩＶ検査は菊池保健所（☎０９６８（25）４１３８）で行っ
てください。無料・匿名で検査を受けることができます。

問高齢支援課地域包括支援係　☎0968（25）7216 問健康推進課健康推進係 ☎0968（25）7219

献血推進キャラクター
けんけつちゃん

●５月14日㈭　県北広域本部
　午前9時30分～正午　
●５月29日㈮　菊池市役所正面玄関
　午前9時30分～11時
　午後０時15分～4時

内 容 ４００ml献血

離
婚
時
の
年
金
分
割
制
度
の
お
知
ら
せ

　

離
婚
し
た
場
合
、
２
人
の
婚
姻
期
間

中
の
厚
生
年
金
を
分
割
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
自
分
の
年
金
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
離
婚
後
2
年
以
内
に
手
続
き
が
必

要
で
す
。
お
近
く
の
年
金
事
務
所
ま
た

は
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

年
金
分
割
の
方
法
（
２
種
類
）

❶
合
意
分
割

　

２
人
か
ら
の
請
求
に
よ
り
、
年
金
を

分
割
で
き
ま
す
。
年
金
分
割
の
割
合
は
、

両
者
の
合
意
ま
た
は
裁
判
手
続
き
に

よ
っ
て
決
定
し
ま
す
。

❷
3
号
分
割

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
妻
で
あ
る
専
業
主

婦
の
人
な
ど
、
国
民
年
金
第
3
号
被
保

険
者
（
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
ま

た
は
共
済
組
合
の
組
合
員
の
被
扶
養
配

偶
者
で
、
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
人
）

で
あ
っ
た
人
か
ら
の
請
求
に
よ
り
、
年

金
を
分
割
で
き
ま
す
。
年
金
分
割
の
割

合
は
、
2
分
の
1
ず
つ
。
平
成
20
年
4

月
以
降
の
第
3
号
被
保
険
者
期
間
中
の

報
酬
額
が
分
割
の
対
象
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

熊
本
西
年
金
事
務
所

☎
０
９
６（
３
５
３
）０
１
４
２

　

自
動
音
声
案
内
「
1
を
押
し
て
2
」

国
民
年
金
保
険
料
の
「
学
生
納
付

特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す

　

学
生
納
付
特
例
制
度
は
、
学
生
の
人

が
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
る
制
度
で
す
。
こ
の
制
度
を
利
用

す
る
こ
と
で
、
将
来
の
年
金
受
給
権
の

確
保
だ
け
で
な
く
、
万
一
の
事
故
な
ど

に
よ
り
障
害
を
負
っ
た
と
き
の
障
害
基

礎
年
金
の
受
給
資
格
を
確
保
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

対
象
者

　

大
学
（
大
学
院
）、
短
大
、
高
等
学
校
、

高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
な
ど
に
在

学
す
る
学
生
な
ど
で
、
学
生
納
付
特
例

を
受
け
よ
う
と
す
る
年
度
の
前
年
の
所

得
が
基
準
以
下
の
人
、
ま
た
は
失
業
な

ど
の
理
由
が
あ
る
人
で
す
。

添
付
書
類

　

学
生
証
（
裏
面
に
有
効
期
限
、
学
年
、

入
学
年
月
日
の
記
載
が
あ
る
場
合
は
裏

面
も
含
む
）
の
コ
ピ
ー
ま
た
は
在
学
期

間
が
わ
か
る
在
学
証
明
書
（
コ
ピ
ー

可
）。

※�

失
業
な
ど
の
理
由
で
申
請
を
す
る
場

合
は
、
失
業
し
た
事
実
が
確
認
で
き

る
書
類
（
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
、

離
職
票
の
コ
ピ
ー
）
が
必
要
で
す

※�

代
理
の
人
が
申
請
す
る
場
合
は
、
学

生
本
人
の
印
鑑
が
必
要
で
す

年
金
出
張
相
談

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
、
5
月
以
降
の
年
金
出
張
相

談
が
中
止
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

最
新
の
情
報
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

症
状

　

感
染
し
て
か
ら
3
～
5
日
後
に
、
口

の
中
、
手
の
ひ
ら
、
足
の
裏
や
甲
な
ど

に
2
～
3
㍉
の
水
疱
（
水
ぶ
く
れ
）
の

発
疹
が
出
ま
す
。
発
熱
は
約
3
分
の
1

の
人
に
見
ら
れ
ま
す
が
、
そ
れ
ほ
ど
高

く
な
ら
ず
高
熱
が
続
く
こ
と
は
通
常
あ

り
ま
せ
ん
。
ほ
と
ん
ど
が
、
数
日
の
う

ち
に
治
る
病
気
で
す
。

　

ま
れ
に
で
す
が
、
髄
膜
炎
、
小
脳
失

調
症
、
脳
炎
な
ど
の
中
枢
神
経
系
の
合

併
症
や
、
心
筋
炎
、
神
経
原
性
肺
水
腫
、

急
性
弛
緩
性
麻
痺
な
ど
の
症
状
が
出
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
の
経
過
を

注
意
深
く
観
察
し
、
合
併
症
に
注
意
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

予
防
法

　

手
足
口
病
に
は
、
有
効
な
ワ
ク
チ
ン

が
な
く
、
発
病
を
予
防
で
き
る
薬
も
あ

り
ま
せ
ん
。
治
っ
た
後
で
も
比
較
的
長

い
期
間
、
便
な
ど
か
ら
ウ
イ
ル
ス
が
排

泄
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
お
む
つ

を
交
換
す
る
際
に
は
、
適
切
に
処
理
を

行
い
、
処
理
し
た
後
は
手
洗
い
を
し
っ

か
り
と
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
手
を

ふ
く
タ
オ
ル
は
共
用
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

治
療

　

手
足
口
病
に
は
特
効
薬
が
な
く
、
特

別
な
治
療
法
も
あ
り
ま
せ
ん
。
軽
い
症

手
足
口
病
と
は
？

　

口
の
中
や
手
足
な
ど
に
水
泡
（
水
ぶ

く
れ
）
の
発
疹
が
出
る
、
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
で
お
こ
る
感
染
症
で
す
。
子
ど
も

を
中
心
に
夏
に
流
行
し
ま
す
。
発
症
者

の
90
㌫
前
後
が
5
歳
以
下
の
乳
幼
児
で

す
が
、
ま
れ
に
大
人
も
感
染
し
ま
す
。

　

原
因
は
、
主
に
コ
ク
サ
ッ
キ
ー
ウ
イ

ル
ス
Ａ
６
と
い
う
ウ
イ
ル
ス
で
す
。
Ａ

16
、
エ
ン
テ
ロ
ウ
イ
ル
ス
71
（
Ｅ
Ｖ

71
）
の
他
、
コ
ク
サ
ッ
キ
ー
ウ
イ
ル
ス

Ａ
10
な
ど
の
ウ
イ
ル
ス
が
原
因
と
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ウ
イ
ル
ス
の
種
類

が
複
数
あ
る
た
め
、
何
度
も
か
か
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

感
染
経
路

　

飛
沫
感
染
（
く
し
ゃ
み
・
せ
き
）
と
、

接
触
感
染
（
ウ
イ
ル
ス
が
つ
い
た
場
所

を
触
り
、
鼻
や
目
を
こ
す
る
）
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
便
の
中
に
排
泄
さ
れ
た

ウ
イ
ル
ス
が
口
に
入
り
、
感
染
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

手
足
口
病
に
か
か
り
や
す
い
年
齢
の

子
ど
も
が
集
団
生
活
を
し
て
い
る
保
育

園
や
幼
稚
園
な
ど
は
注
意
が
必
要
で
す
。

子
ど
も
た
ち
同
士
の
生
活
距
離
が
近
く
、

濃
厚
な
接
触
が
生
じ
や
す
い
環
境
で

あ
っ
た
り
、
衛
生
観
念
が
ま
だ
発
達
し

て
い
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
か
ら
、
施

設
内
で
手
足
口
病
が
発
生
し
た
場
合
に

は
、
集
団
感
染
が
起
こ
り
や
す
い
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

状
で
済
む
こ
と
が
多
い
病
気
で
す
の
で
、

経
過
観
察
を
含
め
、
症
状
に
応
じ
た
治

療
と
な
り
ま
す
。

　

ま
れ
に
髄
膜
炎
や
脳
炎
な
ど
の
合
併

症
が
起
こ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

経
過
観
察
を
し
っ
か
り
と
行
い
、
次
の

よ
う
な
症
状
が
見
ら
れ
る
場
合
は
す
ぐ

に
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

▼
高
熱
が
出
る
▼
発
熱
が
2
日
以
上
続

く
▼
嘔
吐
す
る
▼
頭
を
痛
が
る
▼
視
線

が
合
わ
な
い
▼
呼
び
か
け
に
答
え
な
い

▼
呼
吸
が
早
く
て
息
苦
し
そ
う
▼
水
分

が
取
れ
ず
尿
が
で
な
い
▼
ぐ
っ
た
り
と

し
て
い
る

口
内
炎
が
あ
る
と
き
の
食
事

　

手
足
口
病
で
は
、
口
内
の
発
疹
は
痛

み
を
伴
い
、
食
欲
不
振
の
原
因
と
な
り

ま
す
。
子
ど
も
は
水
分
や
食
事
が
摂
れ

な
い
と
脱
水
に
な
り
や
す
い
の
で
防
ぐ

た
め
に
は
工
夫
が
必
要
で
す
。
塩
分
や

醤
油
、ケ
チ
ャ
ッ
プ
、オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー

ス
な
ど
は
塩
味
や
酸
味
を
含
み
、
口
内

炎
の
痛
み
を
増
強
し
ま
す
。
プ
リ
ン
や

牛
乳
と
い
っ
た
刺
激
が
少
な
く
、
の
ど

ご
し
の
良
い
も
の
が
痛
み
が
で
に
く
い

よ
う
で
す
。
症
状
の
ピ
ー
ク
は
2
～
3

日
前
後
で
す
の
で
、
無
理
な
く
飲
食
で

き
る
も
の
を
少
し
ず
つ
口
に
し
ま
し
ょ

う
。
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
元

の
食
事
に
戻
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

手
足
口
病
は
、
軽
い
症
状
で
治
る
こ

と
が
多
く
、
特
別
な
病
気
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
の
人
が
幼

少
期
に
か
か
っ
て
免
疫
を
つ
け
て
き
た

病
気
で
す
。

　

か
か
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
十
分
な
休

養
と
食
べ
ら
れ
る
食
事
・
水
分
を
摂
り
、

子
ど
も
の
状
態
に
急
激
な
変
化
が
な
い

か
観
察
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
参
考
資
料
】

・
厚
生
労
働
省「
手
足
口
病
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
」

・
国
立
感
染
症
研
究
所「
手
足
口
病
と
は
」

　泗水支所西側の1階・2階に、こども健診セン
ターが開所しました。調乳室や授乳室を１階と2
階に完備。オムツ交換台は男女それぞれのトイレ
に設置しています。泗水公民館で開設していた、
つどいの広場「あいあい」も施設内に移転しました。

1階
２階

乳幼児健診や育児教室などの会場
相談室（㈪～㈮午前９時～午後４時
健診等の時間を除く）。保健師などが在籍
し相談窓口を設置します。

乳幼児健診は全て、
こども健診センター
で行います。
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入会希望など詳しくは、
それぞれの句会や歌会
にお尋ねください。

万句の里俳句会
せせらぎ俳句会
旭志文芸教室俳句の会

七城短歌会
「里」短歌会／渓流短歌会

菊池短歌会

井芹 ☎090（1342）2151
藤本 ☎0968（38）4087
中尾 ☎0968（37）2578

佐々 ☎0968（24）3761

木原 ☎090（5284）2418
安藤 ☎0968（25）4285

キクロスホームページ　http://www.library-kikuchi.jp
キクロスフェイスブック　https://www.facebook.com/KiCROSS.LL/

余
寒
な
ほ
少
し
の
酒
と
籠
り
け
り

鶯
う
ぐ
い
すの
つ
た
な
き
声
の
日
も
す
が
ら

水
音
に
光
あ
ふ
る
る
春
の
川

初
蝶
の
風
の
高
さ
を
ま
だ
知
ら
ず

在
り
し
日
の
夫つ

ま

の
笑
顔
や
桜
餅

星せ
い

霜そ
う

や
芹
摘
み
し
田
は
街
と
な
り

草
萌
え
や
老
女
の
足
許
包
む
ご
と

朝あ
さ

東こ

風ち

の
部
屋
の
空
気
を
入
れ
替
え
て

ス
ト
レ
ス
を
た
ん
ぽ
ぽ
絮わ

た

毛げ

で
吹
い
て
み
る

白は
く

木も
く

蓮れ
ん

見
上
げ
て
知
る
や
空
の
青

藤
本　
邦
治

寺
本　
和
子

五
丁　
義
昭

藤
本
ア
ツ
子

森　
　
正
子

冬
麗う

ら
ら園
児
の
農
園
わ
ら
べ
歌

町
お
こ
し
と
ふ
木
立
仏
像
春
の
風

整
列
す
干
し
大
根
や
友
の
家

麦
踏
み
の
ロ
ー
ラ
ー
押
す
子
頼
も
し
き

老
い
て
ゆ
く
身
の
置
き
ど
こ
ろ
春
立
ち
ぬ

芹
川　
蓉
子

藤
本
け
い
子

中
尾
ヨ
シ
コ

芹
川
の
り
子

水
谷　
ミ
ネ

岩
木　
敬
治

加
藤　
妙
子

川
口　
二
子

中
路　
郁
子

宮
本　
雅
子

ひ
と
夜
さ
に
梅
の
花
び
ら
散
り
ゐ
た
り
庭
の
敷
石
く
れ
な
ゐ
色
に

お
雛
さ
ま
座
敷
狭
し
と
飾
り
た
る
悦
び
分
か
ち
ぬ
友
を
誘い

ざ
なう

雄
大
な
阿
蘇
は
カ
ル
デ
ラ
中
岳
の
久
遠
の
噴
煙
鞍
岳
よ
り
見
る

動
か
ぬ
を
良
と
な
り
た
る
風
潮
に
吾
歯
向
か
い
て
歩
く
川
べ
り

う
か
ら
ど
ち
称
え
る
天
婦
羅
蕗
の
薹
庭
に
昼
出
で
吾
の
摘
み
に
し

嶋
田　
晴
美

緒
方　
寛
子

渡
辺　
光
夫

緒
方　
正
俊

高
木　
　
精

わ
が
郷
の
川
の
平
野
の
成な

り

立た
ち

の
歴
史
も
深
む
短
歌
例
会

春
畑
に
ぢ
ゃ
が
芋
十
個
菜
を
五
本
植
ゑ
て
安
堵
の
わ
れ
の
菜
園

山
砕
き
緑
を
は
が
す
ブ
ル
ト
ー
ザ
肌
地
に
居
座
る
怪
獣
の
ご
と

”春
は
桜
秋
は
紅
葉
“と
城
山
の
眺
め
夢
み
て
植
ゑ
ゆ
き
し
楓

立
ち
鍬
で
庭
の
芽
立
ち
を
削
り
い
る
足
腰
曲
げ
る
は
苦
し
く
な
り
て

宮
本　
淑
子

山
城　
雅
子

岩
本
サ
ヨ
子

林　
　
淑
子

梶
原
美
知
代

野
に
遊
ぶ
子
ら
無
き
里
に
日
は
落
ち
て
遠を

ち

方か
た

に
鳴
く
山
鳩
の
声

朝
食
は
プ
ラ
ン
タ
ー
育
ち
新
鮮
な
サ
ニ
ー
レ
タ
ス
の
十
枚
を
食は

む

雨
風
の
強
く
降
り
吹
き
瓦
飛
び
翌
朝
夫
は
片
づ
け
忙
し

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
の
杖
を
支
え
に
歩
く
わ
れ
幼
ら
芝
生
駆
け
回
り
い
る

一
人
居
も
ほ
っ
こ
り
日
な
た
に
誘
わ
れ
て
戸
を
開
け
窓
開
け 

肺
炎
予
防

中
川　
愛
子

山
城　
雅
子

田
中　
遥
子

岩
根　
博
恵

堤　
よ
し
み

川
岸
に
お
ど
る
菜
の
花
幾
万
本
い
ち
め
ん
の
黄
色
春
を
運
び
来
る

植
木
市
生
前
あ
な
た
が
一
番
好
ん
だ
ラ
ナ
ン
キ
ュ
ラ
ス
の
並
ん
で
い
た
よ

昨よ

夜べ

の
雨
留
め
て
耀て

ら
ふ
八
重
桜
全
快
の
わ
れ
の
祝ほ

が
る
る
如
し

我
は
我
の
み
の
祈
り
を
も
つ
故
に
冬
の
陽
射
し
に
さ
へ
や
つ
つ
ま
し

店
先
に
目
が
合
っ
た
か
ら
と
夫
の
買
う
ト
マ
ト
は
へ
た
に
草
の
匂
い
す

川
口
す
み
子

古
賀　
勝
士

中
川　
愛
子

奴
留
湯
健
蓉

安
藤　
則
子

中央図書館
泗水図書館
七城図書館
旭志図書館

中央公民館
泗水公民館
七城公民館
旭志公民館

☎ 0968（25）1672
☎ 0968（25）2028
☎ 0968（25）1580
☎ 0968（25）3332

月曜日
休 館 日

☎ 0968（25）1111
☎ 0968（25）1115
☎ 0968（25）1580
☎ 0968（25）3332 キクロスホームページ

テーマ「子ども」

図 書 館

旭志公民館・旭志図書館の再開は延期になりました
　改修に伴い休館中の旭志公民館と旭志図書館は、
新型コロナウイルス感染症の影響により、再開が延
期になりました。※再開時期は未定です

　公民館は、市民の「学び」を応援しています。公民館主
催講座のほか、公民館を活動拠点にしている自主サーク
ルもあります。新たなことにチャレンジしたいと思ってい
る人は、近くの公民館へ気軽にお尋ねください。

　菊池市公民館は「つどう・つなげる・つづける～まちづ
くり交流の場～」をテーマに掲げて活動しています。

【公民館主催講座の中止および一部変更について】
 新型コロナウイルス感染症の感染防止のため、今年度
の市民大学「菊池さわやか大学」、「七城楽しく学ぶ大学」、

「泗水ふるさと生き活き大学」、「旭志わくわく大学」は全
て中止となりました。4月から受講生を募集していた主催
講座（前期・通年）も一部変更になります。詳しい内容は開
催場所の公民館にお問い合わせください。

【公民館の利用申請受付について】
　当面の間、利用申請の受付を中止します。再開につい
ては、ホームページや各公民館の掲示板でお知らせしま
す。中央公民館・泗水公民館の輪転機の使用はお問い合
わせください。

公 民 館

主催講座を受講したい
1 広報きくち4月号と9月号の広報と一緒に配布してい
るチラシをチェック。2 希望の講座に申し込む。3 講座
に参加する。
※定員に満たない講座は随時受け付けています

サークルに入りたい
1 近くの公民館窓口に尋ねる。2 サークルの代表者に電
話をして内容を確認。3 サークル活動に参加する。

求
龍
堂

1

集
英
社

2

童
心
社

3

白
泉
社

4

ヨシタケシンスケ／著

4 �それしかないわけ
　ないでしょう

　大人たちが決める子どもの
未来…。それしかないわけな
いでしょう! 子どもの未来は無
限に広がっています。

アレックス・シアラー／著
金
かね

原
はら

瑞
みず

人
ひと

／訳

1 青空のむこう
恩
おん

田
だ

　陸
りく

／著
２ネバーランド

　冬休み、寮に残った4人の男
子高校生。１つだけ嘘を混ぜ
たざんげ大会で彼らは子ども
から少し大人に近づいていく。

　交通事故で亡くなった少年
ハリー。「彼方の青い世界」へ
行くため、やり残したことを片
付けにこの世に戻るが…。

宮
みや

川
かわ

ひろ／作　小
こ

泉
いずみ

るみ子／絵
３しっぱいにかんぱい！

　お父さんが言った「しっぱい
はだれにでもあるさ。しっぱ
いするから大きくなれるんだよ」
という言葉。読み終わるとほっ
こりします。

きくち電子図書館を利用しませんか
　新型コロナウイルス感染症の影響で、施設の利用制限
や中止が相次いでいます。市ではインターネットで電子
書籍を貸し出すサービス「きくち電子図書
館」を開設しています。電子図書館を利用
して、いろんな本を読んでみませんか。

利用方法はこちらから→

13 122020 May広報きくち2020 May広報きくち



問
い
合
わ
せ
先　

人
権
啓
発
・
男
女
共
同
参
画
推
進
課

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
０
９

176

こ
ん
に
ち
は
金キ

ム

で
す

 

韓
国
発
見
シ
リ
ー
ズ
�

国際観光マネージャー

金
キム

 相
サン

廷
ジョン開館時間　午前９時～午後６時

休 館 日　第4㈫（点検などで臨時的に休館する場合あり）

問い合わせ先　菊池観光協会 ☎0968（25）0513

②

菊池市ふるさと創生市民広場の利用を制限します
　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、当面の間、市
民広場内の遊具や大屋根広場のテーブル・椅子の貸出利
用を休止します。ご理解とご協力をお願いします。

【
作
文
の
部
】

「
修
学
旅
行
で
平
和
に
つ
い
て
考
え
た 

こ
と
」　　隈

府
小
学
校
６
年　
城じ

ょ
う　
沙さ

耶や

　
私
は
、
戦
争
の
お
そ
ろ
し
さ
を
知
っ

た
。
私
た
ち
６
年
生
は
、
修
学
旅
行

で
長
崎
に
行
っ
た
。
戦
争
の
事
を
学

ぶ
た
め
に
、
城
山
・
山
里
小
学
校
・

平
和
公
園
・
原
爆
資
料
館
・
原
爆
落

下
中
心
地
・
浦
上
天
主
堂
・
如に

ょ

己こ

堂ど
う

に
行
っ
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
か
ら
伝
わ
っ
て

く
る
悲
し
み
が
、
と
て
も
大
き
く
こ

わ
か
っ
た
。
私
は
、「
と
て
も
こ
わ
く

て
悲
し
く
な
っ
て
も
、
ち
ゃ
ん
と
学

ん
で
く
る
」
と
、
心
に
決
め
て
行
っ
た
。

　

ま
ず
私
は
、
如
己
堂
に
行
き
、
永な

が

井い

隆た
か
し

博
士
の
事
を
学
ん
だ
。
永
井
博

士
が
戦
争
で
失
っ
た
も
の
や
自
分
の

病
気
と
た
た
か
う
気
持
ち
が
悲
し
さ

と
共
に
伝
わ
っ
て
き
た
。
永
井
博
士

は
、
自
分
の
事
で
大
変
で
も
周
り
の

人
の
こ
と
を
思
い
や
さ
し
く
接
し
て

い
て
、
私
に
は
考
え
ら
れ
な
い
事
だ
っ

た
。
戦
争
で
緑
夫
人
を
失
っ
て
い
る

の
に
も
か
か
わ
ら
ず
被
爆
者
の
手
当

て
を
行
っ
て
い
た
の
は
、「
己
れ
の
如

く
隣
人
を
愛
せ
よ
」
と
い
う
如
己
堂

の
意
味
と
同
じ
で
、
人
に
や
さ
し
い

永
井
博
士
だ
か
ら
こ
そ
で
き
た
事
だ

と
思
っ
た
。
平
和
を
願
い
つ
づ
け
自

分
の
よ
う
に
隣
人
を
愛
し
た
、
こ
の

永
井
博
士
か
ら
私
は
平
和
の
バ
ト
ン

を
受
け
と
っ
た
気
が
し
た
。

　

次
に
、
平
和
公
園
に
行
っ
た
。
私

た
ち
は
、
平
和
祈
念
像
に
向
か
っ
て

構
成
詩
で
平
和
へ
の
願
い
を
伝
え
た
。

一
人
一
人
の
言
葉
、
思
い
が
耳
か
ら

体
全
体
に
じ
い
ん
と
ひ
び
い
た
。
私

た
ち
の
思
い
を
せ
い
い
っ
ぱ
い
に
伝

え
た
。
伝
わ
っ
て
い
る
気
が
し
た
。

　

平
和
公
園
の
平
和
祈
念
像
の
一
つ

一
つ
の
部
位
が
表
す
意
味
、
そ
こ
に

あ
っ
た
水
か
ら
と
て
も
悲
し
み
が
伝

わ
っ
て
き
た
。
右
手
、
左
手
、
右
足
、

左
足
、
と
じ
た
ま
ぶ
た
、
長
崎
の
方
々

の
思
い
が
つ
ま
っ
て
い
る
平
和
祈
念

像
か
ら
戦
争
の
お
そ
ろ
し
さ
が
体
に

染
み
わ
た
っ
て
き
た
。
私
は
、
心
の

中
で
、「
戦
争
は
勝
ち
も
負
け
も
な

く
、
あ
る
の
は
人
の
悲
し
み
、
苦
し
み
、

ほ
ろ
び
だ
け
」
と
思
い
ま
し
た
。

　

私
は
、
戦
争
の
こ
と
を
学
ん
で
、

戦
争
は
お
そ
ろ
し
く
、
悲
し
く
、
人
々

の
心
を
傷
つ
け
、
平
和
と
は
何
か
を

長
崎
で
感
じ
た
。
私
は
、
こ
れ
か

ら
学
ん
だ
事
を
生
活
に
お
き
か
え
て
、

生
か
し
て
い
き
た
い
。
戦
争
は
差
別
。

第
14
回
菊
池
市
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
特
選
作
品

だ
か
ら
私
は
、
み
ん
な
に
や
さ
し
く

よ
り
そ
っ
た
永
井
博
士
の
よ
う
に
な

り
た
い
。
戦
争
は
悲
さ
ん
。
だ
か
ら
、

仲
間
、
友
達
を
い
や
な
気
持
ち
に
さ

せ
な
い
。
も
し
、
さ
せ
て
し
ま
っ
た
ら
、

心
か
ら
反
省
し
て
あ
や
ま
る
。

　

こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
事
を
学
べ

た
私
た
ち
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
が
あ

る
と
思
う
の
で
、
長
崎
に
行
っ
た
こ

と
を
心
の
中
に
入
れ
て
、
生
か
し
て

い
き
た
い
。
こ
れ
か
ら
の
た
め
に
も

戦
争
の
事
に
つ
い
て
学
べ
て
よ
か
っ

た
。
人
を
、
人
の
命
を
大
切
に
し
て

い
き
ま
す
。

【
ポ
ス
タ
ー
の
部
】

菊
池
南
中
学
校
１
年
、
川か

わ

口ぐ
ち

瑠る

璃り

　

国
際
ニ
ュ
ー
ス
を
発
信
す
る
ロ
イ

タ
ー
通
信
に
、
韓
国
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
関
連
で
「
あ
な
た
の
喉
で

は
な
く
手
を
濡
ら
し
な
さ
い
」
と
い

う
興
味
深
い
記
事
が
あ
っ
た
。
内
容

は
、
世
界
で
最
も
た
く
さ
ん
焼
酎
を

生
産
販
売
す
る
韓
国
の
酒
造
会
社
が

消
毒
剤
製
造
用
の
ア
ル
コ
ー
ル
が
不

足
し
て
い
る
事
を
聞
き
、
焼
酎
の
原

料
を
防
疫
消
毒
用
に
寄
付
し
た
と
い

う
も
の
だ
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
増
え

る
韓
国
で
は
日
本
と
同
様
、
マ
ス
ク

と
共
に
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
剤
が
飛
ぶ

よ
う
に
売
れ
て
い
る
。
問
題
は
消
毒

に
必
要
な
成
分
の
エ
タ
ノ
ー
ル
の
需

要
は
急
増
し
て
い
る
の
に
、
供
給
は

追
い
つ
い
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

　

そ
の
た
め
ア
ル
コ
ー
ル
度
数
17
～

20
度
前
後
の
蒸
留
酒
の
焼
酎
を
製
造

す
る
の
に
使
わ
れ
る
酒
精
を
希
釈
し

た
酒
造
原
料
を
約
80
㌧
寄
付
す
る
こ

と
に
し
た
と
い
う
。
同
社
の
代
表
は

「
事
態
が
安
定
す
る
ま
で
す
べ
て
の
損

失
を
甘
受
し
、
こ
れ
か
ら
も
酒
造
原

料
を
供
給
す
る
計
画
だ
」
と
語
っ
た
。

　

韓
国
人
は
1
週
間
に
平
均
約
12
杯

の
焼
酎
を
飲
む
と
い
う
。
こ
の
焼
酎

の
エ
タ
ノ
ー
ル
成
分
は
石
油
化
学
供

給
の
原
料
に
も
な
っ
て
い
る
。
酒
と

し
て
作
ら
れ
て
も
殺
菌
と
し
て
利
用

さ
れ
て
も
化
学
構
造
は
同
じ
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
酒
類
製
造
業
者
が
作
っ

た
エ
タ
ノ
ー
ル
に
は
酒
類
税
が
課
せ

ら
れ
る
と
い
う
大
き
な
違
い
が
あ
る
。 

当
初
と
は
違
う
用
途
で
使
用
さ
れ
る

事
を
国
内
法
で
は
厳
し
く
禁
止
し
て

い
る
。

　

そ
こ
で
焼
酎
メ
ー
カ
ー
各
社
は
今

回
、
税
務
当
局
に
寄
付
の
た
め
の
特

別
許
可
を
要
請
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、

過
去
の
前
例
が
全
く
な
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
不
法
流
通
の
可
能
性
が
な

く
、
国
家
的
危
機
解
消
に
寄
与
す
る

と
の
判
断
か
ら
、
直
ち
に
許
可
決
定

が
下
さ
れ
た
と
い
う
。

　

こ
の
よ
う
な
美
談
を
ロ
イ
タ
ー
通

信
が
紹
介
し
た
事
に
加
え
、
現
在
感

染
者
が
集
中
し
て
い
る
大テ

邱グ

や
慶

キ
ョ
ン

尚サ
ン

北ブ
ク

道ド

地
域
に
は
大
企
業
を
は
じ
め
さ

ま
ざ
ま
な
団
体
や
市
民
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
援
助
や
、
寄
付
な
ど

の
方
法
で
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
撲
滅
に

力
を
注
い
で
い
る
。

　

現
在
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
全
世

界
に
拡
散
し
て
い
る
こ
の
時
、
彼
ら

が
微
力
な
が
ら
お
互
い
を
助
け
よ
う

と
示
す
気
遣
い
や
愛
、
優
し
さ
、
温

か
さ
は
私
た
ち
の
心
に
染
み
込
み
深

い
感
動
を
覚
え
る
。

韓
国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
事
情

申し込み・問い合わせ先　市長公室 ☎0968（2５）７２５２問い合わせ先　わいふ一番館 ☎0968（24）6630

インターナショナル・ファ
ンデイでは、さまざまな
国籍の人と交流

菊池国際交流協会で一緒に活動しませんか
　市は、韓国の金

キム

堤
ジェ

市、清
チョン

州
ジュ

市、中国の泗水県と友好都市
の締結をしています。菊池国際交流協会では、韓国2都市
との市民交流を目的として、市民交流団の派遣や受け入れ
を行うなど交流を続けています。
　市内も外国籍の市民が増えています。国籍を問わず、い
ろんな人が交流できる場をつくろうと、「インターナショナル・
ファンデイ」を開催。スポーツやゲームなどでコミュニケー
ションをとりながら、お互いの文化や言語に触れる機会づ
くりをしています。

申し込みは随時受け
付けています。

【年会費】2,000円

わいふ一番館は当面の間休館します
　新型コロナウイルス感染拡大防止
のため、当面の間、わいふ一番館を
休館します。ご迷惑をおかけしますが、
ご理解とご協力をお願いします。
※再開時期は未定です

◆ 絵画連作 ◆

絵・文／橋
は し

本
も と

以
い

蔵
ぞ う

第 一 章

　菊池川の船運の拠点として使われた深川の港です。
菊池一族は河野（伊予国）や松浦（肥前）の水軍と手を
組み、大陸との交易や倭寇による海賊行為などで得た
戦利品を荷揚げし、それを商材として巨大ビジネスを
展開しました。中国の青磁などの焼き物、虎の皮など
の珍品から高価な書籍までが扱われました。

其の11  深川の港

◆

シ
リ
ー
ズ 

◆

問
い
合
わ
せ
先　
菊
池一族
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
室 

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
６
７

　

菊
池
一
族
も
ま
た
、
天
然
の
要
害

で
あ
る
隈
府
に
本
城
を
置
き
、
四
方

の
要
所
に
支
城
を
配
置
し
て
い
ま
し

た
。
現
在
「
菊
池
十
八
外
城
」
と
呼

ば
れ
て
い
る
城
跡
は
そ
の
遺
跡
で
す
。

　

こ
の
名
前
が
最
初
に
出
て
き
た
の

は
『
菊
池
風
土
記
』
と
い
う
江
戸
時

代
の
書
物
の
中
で
、
本
来
外
城
は
市

内
だ
け
で
も
20
以
上
が
確
認
さ
れ
て

い
る
の
で
す
が
、
語
呂
の
良
さ
か

ら
そ
の
う
ち
の
18
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
の
7
つ
を
有
す
る
こ
と
が

町
名
の
由
来
に
な
っ
た
の
が
七
城
町

で
す
。

　

当
時
の
本
城
は
現
在
菊
池
神
社
が

建
っ
て
い
る
城
山
に
築
か
れ
、
こ
こ

を
起
点
に
南
か
ら
西
に
戸と

崎ざ
き

城
、
古ふ

る

池い
け

城
、
菊き

く

之の

城
、
亀か

め

尾お

城
、
馬ま

渡わ
た
し

城
、

打う
ち

越こ
し

城
、
正し

ょ
う

光こ
う

寺じ

城
、
増ま

す

永な
が

城
、
台う

て
な

城
、

神か
み

尾お

城
の
10
城
が
、
東
か
ら
北
に
止と

林ば
や
し

城
、
元も

と

居お
り

城
、
黄こ

金が
ね

塚づ
か

城
、
市い

ち

成な
り

城
、

掛か
け

幕ま
く

城
、
鷹た

か

取と
り

城
、
五ご

社し
ゃ

尾の
お

城
、
葛く

ず

原は
ら

城
の
8
城
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

外
敵
に
対
し
て
正
面
口
と
な
る
の

は
七
城
方
面
で
、
そ
の
出
入
り
口
を

お
さ
え
る
最
も
重
要
な
役
目
を
負
っ

て
い
た
の
が
台
城
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

亀
尾
、
古
池
の
両
城
は
、
南
方
合

志
台
地
を
越
え
て
く
る
敵
に
も
備
え
、

戸
崎
城
と
止
林
城
は
直
接
菊
池
本
城

を
守
る
任
務
も
持
っ
て
い
た
よ
う
で

す
。
本
城
背
面
の
警
戒
、
防
御
を
受

け
持
ち
、
本
城
を
守
り
き
れ
な
い
と

き
に
は
退
い
て
立
て
こ
も
る
た
め
の

役
割
を
担
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る

の
が
掛
幕
城
、
市
成
城
を
は
じ
め
と

し
た
山
付
き
の
各
城
で
す
。

　

菊
池
の
ま
ち
は
、
菊
池
十
八
外
城

と
い
う
本
城
と
支
城
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
よ
っ
て
、
外
敵
か
ら
の
守
り
を

固
め
て
い
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

菊き
く

池ち

十じ
ゅ
う

八は
ち

外と

城じ
ょ
う

　

菊
池
一
族
の
時
代
、
菊
池
に
は
数

多
く
の
城
が
築
か
れ
、
戦
に
備
え
た

都
市
計
画
が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
頃
の
城
は
、
戦
国
期
以
降
の

天
守
閣
を
伴
う
壮
大
な
城
郭
と
は
違

い
、
山
岳
や
丘
陵
、
河
川
な
ど
を
塁

や
堀
と
し
て
利
用
し
た
山
城
で
し
た
。

本
城
の
周
り
に
は
支
城
を
配
置
し
、

互
い
に
連
携
さ
せ
る
広
大
な
要
塞
地

と
し
て
機
能
し
て
い
た
の
で
す
。

　

広
報
き
く
ち
4
月
号
「
菊
池
一
族

の
遺
産
」
の
記
事
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
正
し
く
は
次
の
と
お
り
で
す
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

【
誤
】　
武
光
の
墓
（
西
正
観
寺
）

【
正
】　
武
光
の
墓
（
東
正
観
寺
）
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菊池市ホームページ
https://www.city.kikuchi.lg.jp/

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

費用の記載がないものは基本的に無料です
記号の説明　問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…ファクス　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

問い合わせ先に各課の直
通番号を記載しています。
各支所の問い合わせはこ
ちらです。
・七城支所  ☎（25）1000
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お
知
ら
せ

新型コロナウイルス感染症の影響により掲載内容が変更にな
る場合があります。最新情報はホームページをご確認ください。

職
員
人
事
異
動

（
４
月
１
日
付
）
係
長
級
以
上

■
部
長
級　
▼
政
策
企
画
部
長　
後ご

藤と
う

啓け
い

太た

郎ろ
う

（
熊
本
県
か
ら
の
派
遣
）
▼
市
民
環

境
部
長　
笹さ

さ

本も
と

義よ
し

臣お
み

（
経
済
部
長
）
▼
健

康
福
祉
部
長　
渡わ

た

邉な
べ

弘ひ
ろ

子こ

（
健
康
福
祉
部

健
康
推
進
課
長
）
▼
経
済
部
長　
清し

水み
ず

登の
ぼ
る

（
経
済
部
農
政
課
長
）
▼
議
会
事
務
局
長

　
歌か

岡お
か

憲け
ん

一い
ち

（
議
会
事
務
局
課
長
）
▼
農

業
委
員
会
事
務
局
長　
泉い

ず
み

大だ
い

助す
け

（
健
康
福

祉
部
長
）

■
次
長
級　
▼
総
務
部
次
長
兼
財
政
課
長

　
山や

ま

田だ

哲て
つ

二じ

（
総
務
部
財
政
課
長
）
▼
水

道
局
長　
安や

す

武た
け

邦く
に

男お

（
市
民
環
境
部
地
籍

調
査
課
長
）
▼
七
城
支
所
長　
倉く

ら

原は
ら

安や
す

浩ひ
ろ

（
経
済
部
農
林
整
備
課
長
）
▼
旭
志
支
所

長　
竹た

け

村む
ら

秀し
ゅ
う

一い
ち

（
健
康
福
祉
部
高
齢
支
援

課
長
）
▼
泗
水
支
所
長　
水み

ず

上か
み

孝た
か

道み
ち

（
総

務
部
総
務
課
付
課
長
）

●
課
長
級

▼
政
策
企
画
部
市
長
公
室
長　
松ま

つ

原ば
ら

憲け
ん

一い
ち

（
総
務
部
総
務
課
課
長
補
佐
兼
総
務
行
政

係
長
）
▼
総
務
部
総
務
課
長　
開ひ

ら
き

田だ

智と
も

浩ひ
ろ

（
総
務
部
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課
長
）
▼

総
務
部
総
務
課
付
課
長　
髙た

か

島し
ま

英え
い

輔す
け

（
農

業
委
員
会
事
務
局
課
長
補
佐
兼
農
地
係

長
）
▼
総
務
部
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課
長

　

前ま
え

川か
わ

幸こ
う

輝き

（
政
策
企
画
部
市
長
公
室

長
）
▼
総
務
部
人
権
啓
発
・
男
女
共
同
参

画
推
進
課
長　
吉よ

し

田だ

武た
け
る（
総
務
部
人
権
啓

発
課
長
）
▼
総
務
部
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー

長　
髙た

か

野の

浩ひ
ろ

幸ゆ
き

（
健
康
福
祉
部
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
つ
ま
ご
め
荘
施
設
長
）
▼
市

民
環
境
部
市
民
課
長　
古ふ

る

橋は
し

郁い
く

代よ

（
総
務

部
男
女
共
同
参
画
推
進
課
長
）
▼
市
民
環

境
部
地
籍
調
査
課
長　
髙た

か

木き

智と
も

生お

（
教
育

部
社
会
体
育
課
長
）
▼
健
康
福
祉
部
福
祉

課
長
兼
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
長　
相そ

う

馬ま

和か
ず

代よ

（
健
康
福
祉
部
福
祉
課
総
務
審
議
員
）

▼
健
康
福
祉
部
生
活
支
援
課
長　
山や

ま

口ぐ
ち

和か
ず

浩ひ
ろ

（
健
康
福
祉
部
福
祉
課
課
長
補
佐
（
障

が
い
福
祉
担
当
））
▼
健
康
福
祉
部
子
育

て
支
援
課
長
兼
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
長　
古ふ

る

田た

十と
お

咲さ
き

（
健
康
福
祉
部
子

育
て
支
援
課
課
長
補
佐
兼
こ
ど
も
家
庭
支

援
係
長
）
▼
健
康
福
祉
部
菊
之
池
保
育
園

長　
東と

う

矢や

里り

香か（
菊
之
池
保
育
園
副
園
長
）

▼
健
康
福
祉
部
高
齢
支
援
課
長
兼
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
長　
本ほ

ん

田だ

和わ

佳か

子こ

（
健

康
福
祉
部
子
育
て
支
援
課
長
兼
花
房
保
育

園
長
）
▼
健
康
福
祉
部
健
康
推
進
課
長　

大お
お

森も
り

寛ひ
ろ

子こ

（
市
民
環
境
部
市
民
課
長
）
▼

経
済
部
農
政
課
長
兼
ブ
ラ
ン
ド
推
進
室
長

　
田た

代し
ろ

誠せ
い

士し

（
経
済
部
商
工
観
光
課
課
長

補
佐
兼
観
光
振
興
係
長
）
▼
経
済
部
農
林

整
備
課
長　
葛く

ず

原は
ら

公き
み

久ひ
さ

（
建
設
部
下
水
道

課
長
）
▼
建
設
部
下
水
道
課
長　
笹さ

さ

本も
と

芳よ
し

久ひ
さ

（
建
設
部
土
木
課
課
長
補
佐
（
管
理
担

当
））
▼
会
計
課
長　

有あ
り

山や
ま

千ち

香か

（
会
計

課
総
務
審
議
員
）
▼
七
城
支
所
市
民
生
活

課
長　
田た

代し
ろ

誠せ
い

也や

（
総
務
部
総
務
課
課
長

補
佐
（
職
員
担
当
））
▼
教
育
部
社
会
体

育
課
長　
倉く

ら

原は
ら

桂け
い

一い
ち

（
健
康
福
祉
部
福
祉

課
課
長
補
佐
兼
保
護
係
長
）
▼
議
会
事
務

局
課
長　
中な

か

尾お

孝た
か

浩ひ
ろ（
総
務
部
総
務
課
長
）

■
総
務
審
議
員　
▼
総
務
部
総
務
課
防
犯

対
策
監　
吉よ

し

田だ

健け
ん

悟ご

（
熊
本
県
警
か
ら
の

派
遣
）
▼
建
設
部
都
市
整
備
課
総
務
審
議

員　
出で

口ぐ
ち

浩ひ
ろ
し（
建
設
部
都
市
整
備
課
課
長

補
佐
（
建
築
担
当
））
▼
教
育
部
指
導
主

事　
長な

が

尾お

浩ひ
ろ

史ふ
み

（
熊
本
県
か
ら
の
派
遣
）

■
課
長
補
佐
級　
▼
政
策
企
画
部
企
画
振

興
課
課
長
補
佐
兼
地
域
振
興
係
長　
中な

か

川が
わ

敬け
い

三ぞ
う

（
政
策
企
画
部
企
画
振
興
課
地
域
振

興
係
長
）
▼
政
策
企
画
部
情
報
政
策
課
課

長
補
佐
兼
統
計
調
査
係
長　

緒お

方が
た

久ひ
さ

人と

（
政
策
企
画
部
市
長
公
室
課
長
補
佐
兼
広

報
交
流
係
長
）
▼
総
務
部
総
務
課
付
課
長

補
佐　
丸ま

る

山や
ま

隆た
か

司し

（
健
康
福
祉
部
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
つ
ま
ご
め
荘
課
長
補
佐
）

▼
総
務
部
財
政
課
課
長
補
佐
兼
検
査
係
長

岩い
わ

木き

健た
け

史し

（
総
務
部
契
約
検
査
課
課
長
補

佐
兼
検
査
係
長
）
▼
市
民
環
境
部
環
境
課

課
長
補
佐
（
環
境
政
策
担
当
）　

城じ
ょ
う

勝か
つ

博ひ
ろ

（
建
設
部
下
水
道
課
課
長
補
佐
（
管
理
担

当
））
▼
市
民
環
境
部
地
籍
調
査
課
課
長

補
佐　
光み

つ

永な
が

和か
ず

幸ゆ
き

（
市
民
環
境
部
地
籍
調

査
課
地
籍
調
査
係
長
）
▼
健
康
福
祉
部
福

祉
課
課
長
補
佐
（
福
祉
担
当
）
原は

ら

田だ

信の
ぶ

広ひ
ろ

（
市
民
環
境
部
税
務
課
市
民
税
係
長
）
▼

健
康
福
祉
部
福
祉
課
課
長
補
佐
（
障
が
い

福
祉
担
当
）　

請う
け

野の

典の
り

子こ

（
健
康
福
祉
部

福
祉
課
課
長
補
佐
（
福
祉
担
当
））
▼
健

康
福
祉
部
健
康
推
進
課
課
長
補
佐
（
高
齢

者
医
療
・
年
金
担
当
）　

工く

藤ど
う

健け
ん

二じ

（
健

康
福
祉
部
健
康
推
進
課
高
齢
者
医
療
・
年

金
係
長
）
▼
経
済
部
農
政
課
課
長
補
佐
兼

畜
産
係
長　
坂さ

か

本も
と

健け
ん

誠せ
い

（
経
済
部
農
政
課

畜
産
係
長
）
▼
経
済
部
農
林
整
備
課
課
長

補
佐
（
耕
地
担
当
）
菊き

く

永な
が

圭け
い

一い
ち

（
総
務
部

人
権
啓
発
課
課
長
補
佐
）
▼
建
設
部
都
市

整
備
課
課
長
補
佐
兼
住
宅
係
長　
堀ほ

り

川か
わ

英ひ
で

尚ひ
さ

（
建
設
部
都
市
整
備
課
住
宅
係
長
）
▼

建
設
部
下
水
道
課
課
長
補
佐（
施
設
担
当
）

　
村む

ら

木き

公き
み

昭あ
き

（
建
設
部
下
水
道
課
施
設
係

長
）
▼
水
道
局
水
道
課
課
長
補
佐
兼
総
務

係
長　
宮み

や

本も
と

健た
け
し（
水
道
局
水
道
課
総
務
係

長
）
▼
七
城
支
所
市
民
生
活
課
課
長
補
佐

（
市
民
生
活
担
当
）　
倉く

ら

原は
ら

美み

代よ

（
七
城
支

所
市
民
生
活
課
課
長
補
佐
兼
市
民
生
活
係

長
）
▼
旭
志
支
所
市
民
生
活
課
課
長
補
佐

（
市
民
生
活
担
当
）　
松ま

つ

寺で
ら

盛も
り

親ち
か

（
議
会
事

務
局
課
長
補
佐
）
▼
泗
水
支
所
市
民
生
活

課
課
長
補
佐
兼
地
域
・
農
政
係
長　
中な

か

村む
ら

誠せ
い

哉や

（
泗
水
支
所
市
民
生
活
課
地
域
・
農

政
係
長
）
▼
泗
水
支
所
市
民
生
活
課
課
長

補
佐
兼
市
民
生
活
係
長　
九く

重じ
ゅ
う

綾あ
や

（
泗
水

支
所
市
民
生
活
課
市
民
生
活
係
長
）
▼
教

育
部
学
校
給
食
管
理
室
課
長
補
佐
兼
泗
水

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
長　
赤あ

か

星ほ
し

有ゆ

美み

（
教

育
部
学
校
給
食
管
理
室
課
長
補
佐
（
泗
水

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
担
当
））
▼
教
育
部

生
涯
学
習
課
課
長
補
佐
兼
社
会
教
育
係
長

　
川か

わ

口ぐ
ち

克か
つ

明あ
き

（
市
民
環
境
部
環
境
課
課
長

補
佐
（
環
境
政
策
担
当
））
▼
教
育
部
菊

池
市
公
民
館
課
長
補
佐
兼
公
民
館
係
長

（
旭
志
公
民
館
担
当
）　
坂さ

か

本も
と

憲の
り

昭あ
き(

教
育

部
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係
長)

▼
農
業

委
員
会
事
務
局
課
長
補
佐　

髙こ
う

山や
ま

賢け
ん

一い
ち

（
学
校
教
育
課
課
長
補
佐
（
学
務
担
当
））

■
係
長
級　
▼
政
策
企
画
部
市
長
公
室
秘

書
係
長　
川か

わ

口ぐ
ち

寛ひ
ろ

史ふ
み

（
政
策
企
画
部
市
長

公
室
秘
書
係
参
事
）
▼
政
策
企
画
部
市
長

公
室
広
報
交
流
係
長　
安や

す

武た
け

則の
り

貴た
か

（
議
会

事
務
局
議
会
係
長
）
▼
総
務
部
総
務
課
総

務
行
政
係
長　
楠く

す

田だ

純じ
ゅ
ん

司じ

（
健
康
福
祉
部

高
齢
支
援
課
介
護
保
険
係
長
）
▼
総
務
部

総
務
課
付
係
長　
池い

け

田だ

昭あ
き

憲の
り

（
健
康
福
祉

部
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
つ
ま
ご
め
荘
参

事
）
▼
総
務
部
防
災
交
通
課
防
災
消
防
係

長　
右み

ぎ

田た

雅ま
さ

裕ひ
ろ（
総
務
部
総
務
課
付
参
事
）

▼
総
務
部
防
災
交
通
課
交
通
防
犯
係
長　

坂さ
か

本も
と

伸し
ん

一い
ち

（
市
民
環
境
部
税
務
課
徴
税
係

長
）
▼
総
務
部
財
政
課
入
札
契
約
係
長　

中な
か

嶋し
ま

大ひ
ろ

樹き

（
総
務
部
契
約
検
査
課
入
札
契

約
係
参
事
）
▼
総
務
部
人
権
啓
発
・
男
女

共
同
参
画
推
進
課
人
権
同
和
啓
発
係
長　

森も
り

秀ひ
で

明あ
き

（
総
務
部
人
権
啓
発
課
人
権
同
和

啓
発
係
長
）
▼
総
務
部
人
権
啓
発
・
男
女

共
同
参
画
推
進
課
男
女
共
同
参
画
推
進
係

長　
工く

藤ど
う

麻ま

里り

（
総
務
部
男
女
共
同
参
画

推
進
課
男
女
共
同
参
画
推
進
係
長
）
▼
市

民
環
境
部
市
民
課
市
民
・
戸
籍
係
長　
森も

り

誠せ
い

一い
ち

郎ろ
う

（
総
務
部
契
約
検
査
課
入
札
契
約

係
長
）
▼
市
民
環
境
部
税
務
課
市
民
税
係

長　
吉よ

し

田だ

茂し
げ
る（
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

長
）
▼
市
民
環
境
部
税
務
課
徴
税
係
長　

川か
わ

島し
ま

健け
ん

一い
ち

（
総
務
部
防
災
交
通
課
消
防
交

通
係
長
）
▼
市
民
環
境
部
税
務
課
債
権
管

理
室
係
長　
山や

ま

口ぐ
ち

隆た
か

志し

（
市
民
環
境
部
税

務
課
徴
税
係
参
事
）
▼
市
民
環
境
部
地
籍

調
査
課
地
籍
調
査
係
長　
德と

く

永な
が

雅ま
さ

彦ひ
こ

（
教

育
部
社
会
体
育
課
社
会
体
育
係
長
）
▼
健

康
福
祉
部
福
祉
課
福
祉
係
長　

北き
た

美み

加か

（
健
康
福
祉
部
福
祉
課
福
祉
係
参
事
）
▼

健
康
福
祉
部
生
活
支
援
課
保
護
係
長　
西に

し

山や
ま

寿ひ
さ

人と

（
健
康
福
祉
部
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
つ
ま
ご
め
荘
参
事
）
▼
健
康
福
祉
部

子
育
て
支
援
課
こ
ど
も
家
庭
支
援
係
長　

江え

川が
わ

理り

恵え

（
健
康
福
祉
部
子
育
て
支
援
課

こ
ど
も
家
庭
支
援
係
参
事
）
▼
健
康
福
祉

部
子
育
て
支
援
課
こ
ど
も
・
女
性
相
談
係

長　
原は

ら

口ぐ
ち

寿と
し

洋ひ
ろ

（
経
済
部
農
林
整
備
課
耕

地
係
参
事
）
▼
健
康
福
祉
部
高
齢
支
援
課

介
護
保
険
係
長　
川か

わ

島し
ま

智と
も

美み

（
健
康
福
祉

部
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
つ
ま
ご
め
荘
参

事
）
▼
健
康
福
祉
部
健
康
推
進
課
国
民
健

康
保
険
係
長　
吉よ

し

田だ

圭け
い

子こ(

建
設
部
土
木

課
管
理
係
参
事)

▼
健
康
福
祉
部
健
康
推

進
課
高
齢
者
医
療
・
年
金
係
長　
内う

ち

田だ

列れ
つ

代よ

（
市
民
環
境
部
市
民
課
戸
籍
係
長
）
▼

経
済
部
農
政
課
ブ
ラ
ン
ド
推
進
室
係
長　

吉よ
し

里ざ
と

英ひ
で

雄お

（
健
康
福
祉
部
健
康
推
進
課
国

民
健
康
保
険
係
長
）
▼
経
済
部
農
林
整
備

課
耕
地
係
長　
冨と

み

田た

和か
ず

彦ひ
こ

（
経
済
部
農
政

課
ブ
ラ
ン
ド
推
進
室
係
長
）
▼
経
済
部

商
工
観
光
課
観
光
振
興
係
長　

緒お

方が
た

圭け
い

治じ

（
経
済
部
商
工
観
光
課
観
光
振
興
係
参

事
）
▼
建
設
部
下
水
道
課
施
設
係
長　
吉き

良ら

健け
ん

太た

郎ろ
う

（
建
設
部
下
水
道
課
施
設
係
参

事
）
▼
七
城
支
所
市
民
生
活
課
市
民
生
活

係
長　
本も

と

山や
ま

大た
い

翁お
う

（
七
城
支
所
市
民
生
活

課
地
域
・
農
政
係
参
事
）
▼
教
育
部
生
涯

学
習
課
文
化
振
興
係
長　
阿あ

南な
み

亨と
お
る（
教
育

部
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係
長
）
▼
教
育

部
社
会
体
育
課
社
会
体
育
係
長　
井い

の

本も
と

貴た
か

史ふ
み

（
経
済
部
農
林
整
備
課
耕
地
係
長
）
▼

議
会
事
務
局
議
会
係
長　
笹さ

さ

本も
と

聖せ
い

一い
ち

（
教

育
部
社
会
体
育
課
社
会
体
育
係
長
）
▼
農

業
委
員
会
事
務
局
農
地
係
長　
望も

ち

月づ
き

睦む
つ

美み

（
農
業
委
員
会
事
務
局
農
地
係
参
事
）

■
退
職　
▼
元も

と

島じ
ま

加か

奈な

子こ

（
政
策
企
画
部

長
※
熊
本
県
へ
復
職
）
▼
古ふ

る

田た

浩ひ
ろ

敏と
し

（
市

民
環
境
部
長
）
▼
德と

く

永な
が

裕ゆ
う

治じ

（
議
会
事
務

局
長
）
▼
宮み

や

村む
ら

恵え

美み

（
健
康
福
祉
部
次
長

兼
福
祉
課
長
）
▼
上う

え

村む
ら

雅ま
さ

一か
ず

（
七
城
支
所

長
）
▼
岩い

わ

根ね

卓た
く

士し

（
旭
志
支
所
長
）
▼
梁や

な

池ち

哲て
つ

也や

（
泗
水
支
所
長
）▼
大お

お

塚つ
か

忠た
だ

康や
す（
水

道
局
長
）
▼
坂さ

か

本も
と

高た
か

秀ひ
で

（
農
業
委
員
会
事

務
局
長
）
▼
森も

り

本も
と

勝か
つ

宏ひ
ろ

（
総
務
部
契
約
検

査
課
長
）
▼
木き

村む
ら

美み

智ち

子こ

（
菊
之
池
保
育

園
長
）
▼
甲か

斐い

伸し
ん

介す
け

（
経
済
部
農
政
課
付

課
長
）
▼
霍つ

る

田だ

光こ
う

一い
ち

郎ろ
う

（
七
城
支
所
市
民

生
活
課
長
）
▼
井い

の

本も
と

か
お
る
（
教
育
部
泗

水
幼
稚
園
長
）
▼
森も

り

健け
ん

作さ
く

（
総
務
部
総
務

課
防
犯
対
策
監
※
熊
本
県
警
へ
復
職
）
▼

柴し
ば

田た

浩ひ
ろ

章あ
き

（
健
康
福
祉
部
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
つ
ま
ご
め
荘
総
務
審
議
員
）
▼
久く

保ぼ

敦あ
つ

嗣し

（
教
育
部
指
導
主
事
※
熊
本
県
へ

復
職
）
▼
金か

ね

戸と

憲の
り

子こ

（
教
育
部
泗
水
幼
稚

園
副
園
長
）
▼
清し

水み
ず

梨り

沙さ

（
市
民
環
境
部

税
務
課
）
▼
田た

中な
か

由ゆ

希き

美み

（
健
康
福
祉
部

福
祉
課
）
▼
東ひ

が
しあ
つ
き
（
教
育
部
学
校
給

食
管
理
室
）

問
総
務
課
職
員
係　
☎（
25
）７
２
０
４

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は
、
民
生
委

新
し
い
民
生
委
員
・
児
童
委
員

を
紹
介
し
ま
す

　

合
志
市
幾
久
富
に
新
し
く
焼
却
施
設
、

最
終
処
分
場
を
建
設
し
て
い
ま
す
。
親
し

み
の
あ
る
施
設
と
な
る
よ
う
、
昨
年
11
月

に
名
称
を
公
募
し
た
と
こ
ろ
、
１
２
５
件

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
地
域
住
民
代
表
の
皆
さ
ん
に
よ
る
投
票

の
結
果
、
次
の
と
お
り
施
設
名
称
を
決
定

し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

施
設
名
称　

　
菊
池
環
境
工
場 

ク
リ
ー
ン
の
森
合
志

応
募
者　

　
長な

が

友と
も

学ま
な
ぶさ
ん （
合
志
市
内
勤
務
）

応
募
総
数　
１
２
５
件

問
菊
池
環
境
保
全
組
合

　
建
設
推
進
課

　
☎
０
９
６　

　
（
２
９
３
）２
５
５
５

新
焼
却
施
設
お
よ
び

新
最
終
処
分
場
の
名
称
決
定

員
法
に
基
づ
い
て
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
た
非
常
勤
の
地
方
公
務
員
で
す
。

　
担
当
地
区
の
中
で
福
祉
に
関
す
る
相
談

や
、
行
政
機
関
と
地
域
の
パ
イ
プ
役
と
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。
困
り
事
や
悩
み
事

が
あ
れ
ば
、
地
域
の
民
生
委
員
・
児
童
委

員
ま
で
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

菊
池
第
１
地
区
民
生
委
員
・
児
童
委
員

協
議
会
（
敬
称
略
）　
片
角
1
区
（
1
～

10
・
22
～
28
）　
中な

か

川が
わ

清き
よ

孝た
か

問
福
祉
課　
☎（
25
）７
２
１
３
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各支所の問い合わせ先
七城支所　☎(25)1000
旭志支所　☎(25)3330
泗水支所　☎(25)2001

菊池市ホームページ
https://www.city.kikuchi.lg.jp/

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

費用の記載がないものは基本的に無料です
記号の説明　問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…ファクス　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

新型コロナウイルス感染症の影響により掲載内容が変更にな
る場合があります。最新情報はホームページをご確認ください。

　
６
月
１
日
㈪
を
基
準
日
と
し
て
、
全
国

の
製
造
業
事
業
所
を
対
象
に
実
施
し
ま

す
。
５
月
か
ら
調
査
員
が
訪
問
し
ま
す
の

で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
回
答
も
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
工
業
統
計
調
査
は
、
国
の
工
業
の
実
態

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
統

計
法
に
基
づ
く
報
告
義
務
が
あ
る
重
要
な

統
計
で
す
。
調
査
結
果
は
、
中
小
企
業
施

策
や
地
域
振
興
な
ど
の
基
礎
資
料
と
し
て

活
用
し
ま
す
。

問
情
報
政
策
課　
☎（
25
）７
２
４
９

　
県
統
計
調
査
課　

　
☎
０
９
６（
３
３
３
）２
１
７
７

工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

　
日
本
赤
十
字
社
の
活
動
は
、
赤
十
字
の

理
念
や
活
動
内
容
に
賛
同
し
て
加
入
い
た

だ
い
た
会
員
か
ら
の
会
費
や
寄
付
金
、
多

日
本
赤
十
字
社
活
動
資
金
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
全
て
の
子
ど
も
が
家
庭
や
地
域
で
個
性

豊
か
に
、
た
く
ま
し
く
育
つ
よ
う
な
環
境

や
社
会
を
つ
く
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
国

で
は
、
５
月
５
日
の
こ
ど
も
の
日
か
ら
１

週
間
を
「
児
童
福
祉
週
間
」
と
定
め
て
い

ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
子
ど
も
の
健
や
か

な
成
長
、
子
ど
も
や
家
庭
を
取
り
巻
く
環

境
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
子
育
て
支
援
課
こ
ど
も
・
女
性
相
談
係

　
☎（
25
）７
２
１
４

5
月
5
日
㈫
㈷
～
11
日
㈪
は

「
児
童
福
祉
週
間
」
で
す

家
畜
排
せ
つ
物
は

適
正
に
管
理
し
て
く
だ
さ
い

　
畜
産
業
に
お
い
て
は
、
家
畜
排
せ
つ
物

を
適
正
に
管
理
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

法
律
に
基
づ
き
、
次
の
事
項
を
遵
守
し
て

く
だ
さ
い
。

遵
守
事
項
　
▼
た
い
肥
処
理
施
設
な
ど
の

床
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
で

整
備
し
、
周
り
を
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
で
覆
っ

た
り
、
壁
を
設
け
る
▼
た
い
肥
化
処
理
施

設
な
ど
の
定
期
的
な
点
検
・
補
修
・
維
持

管
理
を
行
う
▼
家
畜
排
せ
つ
物
の
発
生
量

や
処
理
の
記
録
を
つ
け
る

く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
加
入
や
退
会
は
本
人
の
意
思

に
よ
る
も
の
で
、
強
制
的
な
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
活
動
資
金
へ
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
福
祉
課　
☎（
25
）７
２
１
３

　

畜
産
環
境
へ
の
苦
情
の
半
数
以
上
は
、

悪
臭
発
生
に
よ
る
も
の
で
す
。

・
畜
舎
か
ら
の
ふ
ん
尿
の
早
期
搬
出

・
畜
舎
内
外
の
清
掃

・
適
正
な
た
い
肥
化
・
浄
化
処
理

・
ほ
場
で
の
散
布
後
の
速
や
か
な
耕
転

な
ど
の
対
策
を
と
り
、
悪
臭
が
発
生
し
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
地
域
に
理
解

さ
れ
る
畜
産
経
営
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

問
農
政
課
畜
産
係　
☎（
25
）７
２
２
１

３
月
17
日
以
降
に
確
定
申
告
を

し
た
場
合
の
注
意
点

　
3
月
17
日
以
降
に
所
得
税
の
確
定
申
告

を
し
た
場
合
、
令
和
2
年
度
市
民
税
・
県

民
税
の
課
税
に
間
に
合
わ
な
い
ま
た
は
申

告
し
た
内
容
が
反
映
さ
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
翌
月
以
降
に
課
税

処
理
を
行
っ
た
う
え
で
課
税
ま
た
は
税
額

が
変
更
と
な
る
人
に
対
し
て
通
知
し
ま

す
。
ま
た
、
課
税
情
報
か
ら
算
出
さ
れ
る

各
種
保
険
料
（
税
）
や
各
種
手
当
な
ど
に

も
影
響
が
出
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課
市
民
税
係

　
☎（
25
）７
2
０
６

印
鑑
の
登
録
資
格
が

見
直
さ
れ
ま
し
た

　
法
令
の
改
正
に
よ
り
、
成
年
被
後
見
人

が
印
鑑
登
録
を
申
請
す
る
場
合
、
本
人
が

窓
口
に
来
庁
し
、
か
つ
法
定
代
理
人
が
同

行
の
場
合
に
限
り
申
請
が
可
能
で
す
。
ま

た
印
鑑
登
録
証
明
書
に
旧
姓
（
旧
氏
）
が

併
記
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
手
続
き
方
法
や
必
要
書
類
な
ど
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
●申
市
民
課　
☎（
25
）７
２
１
１

５月の「税」の納期限
６月１日㈪

問税務課
　市民税係　　　☎（25）7206
　固定資産税係　☎（25）7207

　●軽自動車税全期
　●固定資産税第１期
口座振替を利用している人は、５
月25日㈪に振替を行いますの
で、残高の確認をお願いします。

　
例
年
５
月
下
旬
か
ら
６
月
上
旬
に
か
け

て
旭
志
地
区
で
ホ
タ
ル
観
賞
会
を
実
施
し

て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
予
防
の
観
点
か
ら
鑑
賞
会
を
中

止
し
ま
す
。
趣
旨
を
理
解
し
て
い
た
だ
き

鑑
賞
自
粛
を
お
願
い
し
ま
す
。 

問
商
工
観
光
課　
☎（
25
）7
２
２
３

令
和
２
年
度

旭
志
ホ
タ
ル
観
賞
会
中
止

　
5
月
～
7
月
頃
に
か
け
て
、
道
端
や
河

原
な
ど
で
見
か
け
る
鮮
や
か
な
黄
色
の
花

を
つ
け
る
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
は
「
特
定

外
来
生
物
」
に
指
定
さ
れ
、
栽
培
や
野
外

に
放
つ
こ
と
な
ど
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
環
境
課　
☎（
25
）７
２
１
７

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
は

特
定
外
来
生
物
で
す

募
集

菊
池
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
事
業
補
助
金

　
本
市
で
生
産
さ
れ
る
安
心
・
安
全
な
農

林
畜
産
物
を
使
用
し
た
、
加
工
食
品
の
商

品
開
発
や
情
報
発
信
な
ど
「
菊
池
ブ
ラ
ン

ド
化
」
を
推
進
し
、
儲
か
る
農
業
の
確
立

儲
か
る
農
業
を
支
援
し
ま
す

泗
水
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

幼
児
水
泳
教
室
受
講
生
募
集

と　
き　
６
月
16
日
㈫
～
７
月
21
日
㈫

毎
週
㈫
（
全
６
回
）
午
後
３
時
～
４
時

と
こ
ろ　
泗
水
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ

ー
ル

対
象
者　
市
内
未
就
学
児
の
年
中
・
年
長

募
集
人
員　
20
人
（
先
着
順
）

申
込
期
限　
６
月
９
日
㈫

内　
容　
水
慣
れ
、
顔
付
け
、
水
泳

参
加
費　
2
千
円

指
導
者　
坂さ

か
田た

は
る
み
（
文
部
科
学
省
認

定
コ
ー
チ
）

問
●申
社
会
体
育
課　

　
☎   （
25
）７
２
３
４　

勤
務
場
所
お
よ
び
募
集
人
員

❶
七
城
北
プ
ー
ル　
　
　
　
　

  

4
人
程
度

❷
泗
水
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー  

6
人
程
度

❸
旭
志
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー  

７
人
程
度

勤
務
期
間　
７
月
23
日
㈭
㈷
～
8
月
26
日

㈬
（
予
定
）

勤
務
時
間　
シ
フ
ト
制
、
勤
務
は
応
相
談

条　
件　
18
歳
以
上
で
泳
げ
る
人

申
込
期
限　
5
月
27
日
㈬　
午
後
5
時

※�

定
員
に
達
し
た
場
合
は
受
付
を
終
了
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す

問
●申
社
会
体
育
課（
25
）7
２
３
４

社
会
体
育
施
設

プ
ー
ル
監
視
員
募
集

を
目
指
す
活
動
に
対
し
て
支
援
し
ま
す
。

対
象
事
業　
▼
新
商
品
開
発
の
た
め
の
農

産
物
栽
培
地
の
土
壌
分
析
、
農
産
物
お
よ

び
開
発
商
品
の
成
分
分
析
を
行
う
取
り
組

み
▼
新
商
品
開
発
の
た
め
の
機
械
器
具
導

入
を
行
う
取
り
組
み
▼
開
発
商
品
の
パ
ッ

ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
を
製
作
す
る
取
り
組
み

▼
情
報
発
信
お
よ
び
販
売
促
進
の
た
め
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
す
る
取
り
組
み

対
象
者　
▼
本
市
に
住
所
が
あ
る
一
経
営

体
の
農
業
者
、
農
業
生
産
法
人
、
農
業
者

組
織
▼
本
市
に
事
業
所
を
持
つ
加
工
・
販

売
事
業
所

補
助
額　
上
限
50
万
円

補
助
率　

対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内

（
税
抜
）

募
集
期
限　
６
月
30
日
㈫　
午
後
5
時

応
募
方
法　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
農
政
課
ブ

ラ
ン
ド
推
進
室
に
あ
る
事
業
計
画
書
に
記

入
し
、
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　
▼
既
存
商
品
の
改
良
（
パ
ッ
ケ

ー
ジ
変
更
な
ど
）、
既
に
事
業
が
完
了
し

て
い
る
場
合
は
補
助
対
象
外
▼
年
度
内
で

の
事
業
開
始
、
事
業
完
了
が
条
件
で
す
▼

予
算
額
を
超
え
る
申
請
が
あ
っ
た
場
合

は
、
補
助
対
象
の
事
業
で
あ
っ
て
も
不
採

択
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

問
●申
農
政
課
ブ
ラ
ン
ド
推
進
室

　
☎（
25
）７
２
６
６

菊
池
養
生
園
保
健
組
合

職
員
募
集

職
種
・
採
用
予
定
人
数　

臨
床
検
査
技
師　
　
　
　
　
　
１
人
程
度

対
象
家
屋　
そ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
倒
壊

な
ど
著
し
く
保
安
上
危
険
と
な
る
お
そ
れ

危
険
空
家
の
解
体・撤
去
費
用
を

補
助
し
ま
す

　
身
体
や
精
神
に
障
が
い
が
あ
る
人
の
名

義
の
軽
自
動
車
な
ど
一
定
の
要
件
を
満
た

す
場
合
は
軽
自
動
車
税
を
減
免
し
ま
す
。

　
家
族
運
転
の
場
合
は
別
途
証
明
書
が
必

身
体
や
精
神
に
障
が
い
が
あ
る

人
の
軽
自
動
車
税
減
免

　
平
成
２
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た

人
で
臨
床
検
査
技
師
免
許
を
有
す
る
人

試
験
日　
5
月
24
日
㈰

会　
場　
菊
池
養
生
園
保
健
組
合

受
付
期
限　
５
月
20
日
㈬

※
㈯
㈰
㈷
を
除
く

申
込
方
法　
菊
池
養
生
園
保
健
組
合
総
務

課
に
あ
る
申
込
用
紙
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
菊
池
養
生
園
保
健
組
合
掲

示
板
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.
yojoen.or.jp

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
●申
菊
池
養
生
園
保
健
組
合
総
務
課

　　
☎（
38
）２
８
２
０

の
あ
る
特
定
空
家
な
ど

補
助
申
請
者

　
空
家
な
ど
の
所
有
者
ま
た
は
相
続
人

補
助
対
象
経
費　
▼
空
家
の
解
体
撤
去
工

事
に
係
る
経
費
▼
解
体
撤
去
工
事
に
よ
り

生
じ
た
廃
材
な
ど
の
収
集
運
搬
費
お
よ
び

処
分
費
▼
そ
の
他
、
解
体
撤
去
工
事
に
係

る
諸
経
費

支
援
額　

除
去
費
用
の
２
分
の
１
以
内

（
1
件
あ
た
り
上
限
50
万
円
）

事
前
申
請
受
付
期
間　

　
5
月
11
日
㈪
～
20
日
㈬

※
補
助
金
の
申
し
込
み
に
は
事
前
申
請
が

　
必�

要
で
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

　
く
だ
さ
い

問
●申
都
市
整
備
課
建
築
係

　
☎   （
25
）７
２
４
２

　
5
月
に
予
定
し
て
い
た
狂
犬
病
予
防
集

合
注
射
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
延
期
し
ま
す
。
再
開
時
期

に
つ
い
て
は
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
環
境
課　
☎（
25
）７
２
１
７

令
和
２
年
度
春
の
狂
犬
病
予
防

集
合
注
射
を
延
期
し
ま
す

要
で
す
。

申
請
期
限　
５
月
29
日
㈮

申
請
方
法　
税
務
課
お
よ
び
各
支
所
市
民

生
活
課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
減
免
は

普
通
車
を
含
め
１
人
１
台
で
、
毎
年
申
請

が
必
要
で
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の　
▼
納
税
通
知
書
▼

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
、
療

育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
な

ど
▼
運
転
す
る
人
の
運
転
免
許
証
▼
車
検

証
▼
印
か
ん
▼
各
種
証
明
書

問
税
務
課
市
民
税
係　
☎（
25
）７
２
０
６

　
各
支
所
市
民
生
活
課
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相
談

　
夫
や
妻
、
恋
人
な
ど
身
近
な
人
か
ら
の

暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
パ
ワ
ハ
ラ
、

性
別
に
よ
る
不
当
な
差
別
や
嫌
が
ら
せ
な

ど
の
悩
み
に
対
す
る
相
談
（
今
月
は
カ
ウ

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で

男
女
共
同
参
画
専
門
委
員
相
談

イ
ベ
ン
ト

と　
き　
❶
第
２
、４
㈭ 

午
後
2
時
～

　
　
　
　
❷
第
３
㈰　

   

午
前
10
時
～　

と
こ
ろ　
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

対
象
者　
市
在
住
の
60
歳
以
上
の
人

年
会
費　
千
円

問
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー　

　
☎（
25
）３
６
３
３

も
の
忘
れ
相
談
会

　
専
門
の
医
師
、
職
員
に
よ
る
相
談
会
で

す
。家
族
か
ら
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

要
予
約
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

と　
き　
５
月
26
日
㈫

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

と
こ
ろ　
市
本
庁
舎
１
階
高
齢
支
援
課

問
●申
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

認
知
症
介
護
家
族
の
つ
ど
い

と　
き　
５
月
27
日
㈬

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内　
容　
茶
話
会
・
介
護
ミ
ニ
講
座
な
ど

問
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

と　
き　
５
月
25
日
㈪
～
29
日
㈮

　
　
　
　
午
後
８
時
ま
で

と
こ
ろ　
本
庁
１
階
税
務
課
徴
税
係

ひ
き
こ
も
り
相
談

　
ひ
き
こ
も
り
に
関
す
る
電
話
・
来
所
相

談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。
来
所
相
談
時
は
要
事
前
予
約
。

対
象
者　
県
内（
熊
本
市
除
く
）在
住
の
ひ

き
こ
も
り
で
お
悩
み
の
18
歳
以
上
の
本
人

お
よ
び
家
族　

受
付
日
・
時
間　
毎
週
㈪
㈫
㈭
（
㈷
・
年

　
「
借
金
が
返
せ
ず
に
生
活
が
成
り
立
た

た
な
い
」「
仕
事
が
見
つ
か
ら
ず
生
活
に

困
る
」「
ひ
き
こ
も
り
の
相
談
を
し
た
い
」

「
家
賃
が
払
え
ず
家
を
出
な
く
て
は
な
ら

な
い
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
に
対
し
て

専
門
の
相
談
員
が
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、

家
計
改
善
支
援
に
よ
り
、
生
活
再
建
を
進

め
、
必
要
に
応
じ
て
就
労
に
向
け
た
準
備

訓
練
や
、
子
ど
も
の
学
習
お
よ
び
生
活
支

援
な
ど
を
行
い
ま
す
。
ひ
と
り
で
悩
ま
ず

に
、
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

開
設
時
間　
午
前
8
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分
（
㈯
㈰
㈷
を
除
く
） 

問
市
く
ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
生
活

　
支
援
課
内
）　
☎（
25
）１
４
１
１

く
ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を

開
設
し
て
い
ま
す

５
月
の
内
容

14
日
㈭　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

21
日
㈭　
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り

28
日
㈭　
し
ゃ
ぼ
ん
玉
遊
び

※
い
ず
れ
も
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　
市
児
童
セ
ン
タ
ー

対　
象　
市
内
在
住
未
就
学
児
と
保
護
者

※�

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
、
受
付
人
数
に

制
限
が
あ
り
ま
す

参
加
費　
２
０
０
円

問
●申
市
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー

　
☎（
25
）２
６
２
７

未
就
学
児
の
た
め
の

す
く
す
く
講
座

と　
き　
６
月
18
日
㈭
（
以
降
毎
月
第
２

㈭
連
続
８
回
）　
午
前
10
時
～
午
後
1
時

と
こ
ろ　
市
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー

募
集
人
員　
20
人

参
加
費　
3
２
０
０
円

問
●申
市
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー

　
☎（
25
）２
６
２
７

伝
承
料
理
や
体
に
や
さ
し
い

料
理
を
作
り
ま
せ
ん
か

菊
池
市
営
住
宅
補
充
入
居
者
の

募
集
を
延
期
し
ま
す

　
6
月
に
予
定
し
て
い
た
菊
池
市
営
住
宅

補
充
入
居
者
募
集
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
延
期
し
ま
す
。

　
再
開
時
期
に
つ
い
て
は
、
広
報
紙
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
都
市
整
備
課
住
宅
係

　
☎（
25
）7
２
４
３

ン
セ
ラ
ー
）
を
受
け
ま
す
。
要
予
約
。

と　
き　
5
月
20
日
㈬

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

と
こ
ろ　
市
本
庁
舎
2
階
相
談
室
22

問
●申
人
権
啓
発
・
男
女
共
同
参
画
推
進
課

　
☎（
25
）７
２
１
０

納
税
相
談
夜
間
窓
口
を

開
設
し
ま
す

各支所の問い合わせ先
七城支所 ☎ (25)1000
旭志支所 ☎ (25)3330
泗水支所 ☎ (25)2001

記号の説明
問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…FAX　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所
〒861-1392 菊池市隈府888番地

費用の記載がないものは基本的に無料です。 菊池市ホームページ　http://www.city.kikuchi.lg.jp/

　　　　　　 菊池の情報発信
公式フェイスブック「癒しの里菊池」

きくち防災・行政ナビ（スマートフォン・タブレット端末専用アプリ）

祭りやイベント、旬な情報など、タイムリー
なニュースを紹介しています。

防災無線や個別受信機からの情報を確認
できます。火災情報や学校からのお知ら
せも配信している無料アプリです。

マチイロ（スマートフォン専用アプリ）

「広報きくち」をいつでもどこでも読むこと
ができる無料アプリです。

問い合わせ先　市長公室広報交流係 ☎0968（25）7252

※二次元コードの読み取りがうまくできない時は、上下の二次元コードを隠して再度読み取ってください。

母子手帳アプリ母子モ「きくちっこ」
予防接種や子どもの成長記録の管理、家
族間での情報共有が可能。子育てに関す
る知識や地域のイベント情報も提供します。

末
年
始
除
く
）　

午
前
9
時
～
正
午
、
午

後
１
時
～
3
時

と
こ
ろ　
県
ひ
き
こ
も
り
地
域
支
援
セ
ン

タ
ー
・
ゆ
る
こ
こ（
熊
本
市
東
区
月
出
3

丁
目
１
‐
１
２
０
）

問
県
ひ
き
こ
も
り
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
・

ゆ
る
こ
こ（
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
）
☎
０
９
６（
３
８
６
）１
１
７
７

※
各
支
所
で
は
開
設
し
ま
せ
ん

問
税
務
課
徴
税
係　
☎（
25
）７
２
０
８

新型コロナウイルス感染症の影響により掲載内容が変更にな
る場合があります。最新情報はホームページをご確認ください。

市民の広場

※�市民の広場は市民が投稿するコーナー
です。行政情報ではありません。不明な
点は各問い合わせ先へご連絡ください。

【申込期間】
掲載希望月の前月の1日～10日

問●申市長公室広報交流係
☎0968（25）7252　Ⓕ0968（25）2322

申込フォーム
 

⇒

　出会いを求めている皆さん、ぜひご参加ください。多
数の申し込みをお待ちしています。店へのお問い合わせ
はご遠慮ください。
と　き　5月24日㈰　午後2時～
ところ　カフェ凜ダイニング（隈府８６１番地１）
参加費　男性3,000円、女性2,000円
※参加人数が少ない場合、婚活パーティを開催できない
　場合があります。お問い合わせは中

なか

尾
お

まで。

問●申中尾　☎0８0（５２０３）１５８６

楽しい婚活パーティに参加しませんか

　山アジサイの展示即売会を行います。お楽しみ抽選会
も実施予定！

と　き　5月30日㈯～6月7日㈰
ところ　「つばき庵」（菊池市重味3503ｰ1）
主　催　「花工房」辻

つじ

口
ぐち

和
かず

男
お

問●申辻口　☎0９0（６７７0）８２３８

山アジサイの展示即売会開催！

　親子で論語を楽しく学びませんか。読み聞かせや昔遊
びなどのお楽しみ学習もあります。
と　き　毎月第2㈰　午前10時～11時30分
ところ　菊池教育会館（隈府中町81）
参加費　無料（新規塾生はテキスト代1,000円）
対　象　5歳以上の園児、小中学生の親子
申込方法　㈫㈮の午前中に菊池教育会まで電話でお問い
　　　　  合わせください。
主　催　一般社団法人菊池教育会
問●申菊池教育会　坂

さか

本
もと

　☎0968（25）2316

親子で学ぶ「こども論語塾」塾生募集

　野球が上手になることはもちろん、礼儀をしっかり身
に付けることがチームの目標です。見学・体験も歓迎し
ます。まずはお気軽にお問い合わせください。
募集対象　小学1年生～6年生
練習日時　毎週㈫㈭　午後６時30分～8時30分
　　　　　毎週㈯㈰㈷　午前8時～正午
練習場所　主に隈府小学校グラウンド
部　費　3,000円/月（保険料として別途1,000円/年）

問●申平
ひら

川
かわ

　☎0９0（４９８７）５７１９

学童軟式野球チーム「隈府クラブ」
新入部員募集！

　楽しいイベントや教室のお知らせなど皆さんが知らせ
たいと思う情報を投稿してください。編集の都合上、掲
載できない場合もありますのでご了承ください。
申込期限　掲載希望月の前月の1日～10日
募集枠数　先着８枠（毎月）
文字数　約25文字×10行（タイトル除く）
申込方法　市ホームページの申込フォームから申し込み、
または申込書を直接提出してください。

市民の広場への投稿を募集しています

60
歳
か
ら
の
就
労
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
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市内の各小中学校で行われているさまざまな取り組
みをピックアップしてご紹介します。

問学校教育課　☎ 0968(25)7231

市内３高校の魅力を伝えます！

　

市
特
産
の
え
こ
め
牛
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
「
え
こ
め
牛
う
ま

か
モ
ン
料
理
甲
子
園
」。
２
０
１
９
年
度

は
、
本
校
の
宮み

や

本も
と

み
な
美み

さ
ん
（
普
通
科

２
年
）、
簗や

な

田だ

友ゆ

惟い

さ
ん
（
普
通
科
２
年
）、

玉た
ま

井い

愛あ
い

星り

さ
ん
（
普
通
科
２
年
）
の
チ
ー

ム
『
み
や
た
ま
』
が
、
グ
ラ
ン
プ
リ
、
県

知
事
賞
、
道
の
駅
旭
志
賞
の
３
つ
の
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

宮
本
さ
ん
は
「
魅
力
あ
る
レ
シ
ピ
作
り

を
は
じ
め
、
審
査
基
準
の
見
た
目
や
斬
新

性
と
味
が
両
立
す
る
料
理
を
考
え
る
の
が

難
し
か
っ
た
」
と
語
り
ま
し
た
。
簗
田
さ

ん
は
「
こ
の
経
験
で
身
に
つ
け
た
、
あ
き

ら
め
ず
に
挑
戦
す
る
力
を
こ
れ
か
ら
の
進

路
希
望
実
現
の
た
め
に
生
か
し
て
い
き
た

い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

２
０
２
０
年
度
国
公
立
大
学
一
般
入

試
（
前
期
）
で
中な

か

嶋し
ま

敬け
い

さ
ん
が
九
州
大

学
理
学
部
数
学
科
、
ル
ブ
ラ
ン
・
ニ
コ

ラ
さ
ん
が
熊
本
県
立
大
学
文
学
部
英
語

英
米
文
学
科
に
合
格
し
ま
し
た
。
自
分

の
可
能
性
を
信
じ
、
日
々
の
学
校
生
活

を
大
切
に
し
な
が
ら
努
力
を
続
け
て
き

ま
し
た
。

　

中
嶋
さ
ん
は
「
大
学
卒
業
後
は
自
分

が
学
ん
だ
数
学
を
多
く
の
人
の
幸
せ
の

た
め
に
活
用
し
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

ル
ブ
ラ
ン
さ
ん
は
、「
日
々
の
授
業
や

復
習
を
大
切
に
し
て
志
望
校
へ
の
合
格

を
勝
ち
と
っ
て
ほ
し
い
」
と
後
輩
に
エ
ー

ル
を
送
り
ま
し
た
。

３月卒業生の主な進路先

　

今
年
１
月
に
「
Ｌ
ａ
ｗ
★
Ｄ
ｏ
～
は
た

ら
く
人
の
味
方
と
し
て
の
法
律　

使
い
方

活
か
し
方
～
」
と
題
し
て
、
大
阪
大
学
の

佐さ

藤と
う

功い
さ
お

教
授
を
お
招
き
し
て
特
別
授
業

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

生
徒
は
ア
ル
バ
イ
ト
や
奨
学
金
を
受
け

る
際
に
定
め
ら
れ
て
い
る
法
律
な
ど
に
つ

い
て
学
習
。
法
律
を
知
っ
て
お
く
こ
と
が

自
分
を
守
っ
て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
を
実

感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

坂さ
か

本も
と

彩あ
や

名な

さ
ん（
商
業
科
２
年
）は「
ア

ル
バ
イ
ト
で
働
い
て
い
る
人
も
有
給
休
暇

を
取
れ
る
点
に
驚
き
ま
し
た
。
労
働
基
準

法
な
ど
の
法
律
を
今
後
の
生
活
に
役
立
て

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
っ
か
り
勉
強

し
て
い
き
た
い
」
と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

㊧から簗田さん、宮本さん、玉井さん。
３人で考えた「えこめ牛巻きロール」
はローススライスを２枚使用していま
す。見た目も豪華で、お弁当にもぴっ
たりです

佐藤教授の授業風景。働く人に役立つ法律について学習しま
した

ルブラン・ニコラさん
（熊本県立大学１年）

中嶋　敬さん
（九州大学１年）

菊池北中学校

七城中学校

謝と共に臨んだ卒業式感 3月13日

45人の卒業生は中学校生活の思い出を振り返りながら校歌を高
らかに歌い上げ、北中生としての誇りを胸に巣立っていきました

　卒業生、保護者、教職員のみでの開催となった第
52回卒業証書授与式。突然の休校で練習もほとん
どできませんでしたが、卒業生は立派な姿で式に臨
みました。卒業生代表挨拶では、保護者、友達、先
生、お世話になった全ての人たちへの感謝とこれか
ら歩む未来への力強い決意を述べました。

プライズで先生のための卒業式サ 3月31日

生徒は「先生方から元気をもらい、毎日笑顔で学校生活を送れま
した」と言葉を送りました

　桐
きり

陽
よう

介
すけ

校長先生（写真㊧から２人目）と上
うえ

村
むら

秀
ひで

章
あき

教頭先生（㊧から4人目）が退任しました。新型コロ
ナウイルス感染症の影響で退任式もできなかった
ため、有志の生徒がサプライズで卒業式を実施。
生徒手作りの感謝状も贈られ、とても温かい雰囲気
の中で先生たちを送ることができました。

　毎年恒例の「学校へ行こうの日」。この日は、家族
や地域の人が自由に学校へ来ることができる参加
日です。児童は、地域のお年寄りらと一緒に昔遊び
をしたり、シイタケの駒打ちをしたりして楽しみまし
た。保護者も児童と一緒になって剣玉に挑戦する
など、ほほえましい姿も見られました。

1月18日
遊びで多世代交流昔

旭志小学校

vol.69

問い合わせ先 ☎0968（25）3175

　㈱ヒトコト社代表でフリーアナウンサーの村
むら

上
かみ

美
み

香
か

さんを講師としてお招きし、ＰＴＡ教育講演会を行
いました。「生きやすさって何？」という演題で、これ
までにさまざまな命との出会いを通して感じたこと
を体験談も交えながら語られました。約150人の
参加があり、参加者の心に響く講演会となりました。

2月22日
について学ぶＰＴＡ教育講演会命

泗水小学校

参加者は「命との向き合い方や人とのコミュニケーションの取り方
など参考になった」と話していました

高校の恩師に
憧 れ、理学部
の数学科を志
望しました！

海外で日本語
や日本文化を
伝える仕事を
したいです！

　第27回卒業証書授与式が行われました。新型コ
ロナウイルス感染拡大防止の観点から、配慮や工
夫を重ね、規模を縮小して開催しました。突然の休
校もあり、予行練習をする時間もほとんどとること
ができませんでしたが、41人の卒業生は立派に巣
立っていきました。

3月24日
業式で41人が旅立ち卒

菊池北小学校

マスク姿での卒業式となりましたが、小学校での思い出を胸に新
たな中学校生活に向けて歩みだしました

カルタや竹馬などの昔遊びを通じて、世代を超えて楽しむことが
できました

４年制大学

九州大学、熊本県立大学、熊本保健科学大
学、九州看護福祉大学、九州ルーテル学院大
学、崇城大学、熊本学園大学、東海大学、尚絅
大学、福岡大学、筑紫女学園大学、長崎外国
語大学、國學院大學、国士舘大学

短期大学 尚絅大学短期大学部、福岡こども短期大学

専門学校

九州中央リハビリテーション学院、熊本総合
医療リハビリテーション学院、熊本看護専門
学校、熊本駅前看護リハビリテーション学院、
熊本県立高等技術専門学校、熊本ＹＭＣＡ学
院、福岡医療専門学校、麻生専門学校

公務員 自衛隊（陸上）

企業など

本田技研熊本製作所、マツダ株式会社、阿蘇
製薬、リバテープ製薬、日本郵便、お菓子の香
梅、ホテル日航熊本、鹿本農業組合、スイス、
日本電子材料　

進学先

就職先
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←フェイスブック 二次元コード
菊池市  協力隊

を

を紹介します！

今年度は新たに２人の地域おこし協力隊が着任しました。新メンバーの
プロフィールや活動内容を紹介します。本市では現在、10人の隊員が
活動しています。   【問い合わせ先】 企画振興課 ☎0968（25）7250

約５６０年も続く民俗芸能
　玉祥寺区の春日神社境内で開催。女装した男性2人が太
鼓を叩きながら踊る民俗芸能で、神の前で豊作を祈願する
新春行事として伝わっています。男衆（踊り手）は、区民の
唄に合わせて太鼓を叩きながら舞を披露しました。

区民総出で遷宮をお祝い
　赤星菅原神社で遷宮祭が行われました。赤星菅原神社

（今宮）で神事を行った後、拝高天神（元宮）と神社を往復
する御神幸行列を実施。元宮では神楽の奉納や餅まきが
行われ、区民をはじめ関係者の人たちでにぎわいました。

※��イベント当日は、市広報や市ホームページ、各種媒体などへの掲載のほか、市の PR のために
撮影や取材を行うことがあります。撮影、取材へのご理解・ご協力をよろしくお願いします。

【２月27日】　市指定無形民俗文化財

【３月29日】　赤星菅原神社

1・4_ 姉さんかぶりにたすきがけの女装の男衆( 踊
り手)｡ 他の民俗芸能では見られない個性的ない
でたち 2_御大将は、どてらに編み笠、腰には頭

ず

陀
だ

袋
ぶくろ

、背中には杵を背負っている 3・5_ 舞の出来栄
えが良くないとやり直すことも

1・6_ 着飾った男衆が重ねた布団を背負った飾り馬を引き、赤星井
い

手
で

沿いに集
落内を進みながら歌を奉納 2・4_子どもたちも御輿を担いで元気に参加。餅
まきでは競いながらも笑顔で餅を拾う ３_神事の後、元宮まで神様を担いで
里帰り。長い行列が続く 5_ 元宮では地元保存会による神楽を奉納。弓や刀
を持ち、勇ましい舞を披露した

1

1

4

5

6

2 3

2

4

5

3

ー
な
ぜ
菊
池
の
協
力
隊
に
？

　
菊
池
に
は
、菊
池
一
族
に
ま
つ
わ

る
由
緒
正
し
い
歴
史
や
文
化
、そ
れ

を
感
じ
さ
せ
る
街
並
み
の
ほ
か
、菊

池
渓
谷
を
代
表
と
す
る
菊
池
川
流
域

の
豊
富
な
自
然
資
源
が
あ
り
ま
す
。

暮
ら
し
に
便
利
な
環
境
が
整
っ
て
い

て
、他
所
に
は
な
い
魅
力
の
あ
る
ま

ち
で
す
。
そ
ん
な
菊
池
で
暮
ら
し
な

が
ら
、自
分
の
特
性
を
生
か
し
、自

身
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
も
望
め
る
と
思

い
応
募
し
ま
し
た
。

ー
ど
ん
な
活
動
を
行
い
ま
す
か
？

　

菊
池
川
流
域
の
自
然
資
源
の
発

掘・
発
信・
活
用
を
行
い
、地
域
の
活

性
化
に
つ
な
げ
る
活
動
を
行
い
ま
す
。

魅
力
的
な
水
辺
資
源
を
活
用
し
て
、

多
く
の
人
が
集
い
、楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
立

案・運
営
を
行
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

ー
菊
池
の
印
象
は
？

　
温
泉
や
自
然
、お
い
し
い
も
の
が

多
く
、魅
力
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
た

歴
史
の
あ
る
ま
ち
で
す
ね
。

ー
３
年
後
、菊
池
を
ど
ん
な
ま
ち
に

し
た
い
で
す
か

　
皆
さ
ん
と
一
緒
に
活
動
し
て「
安

心・
安
全
の『
癒い

や

し
の
里
』き
く
ち
」

の
実
現
に
微
力
な
が
ら
貢
献
で
き
た

ら
と
思
い
ま
す
。
市
外
の
人
に
も
自

然
豊
か
な
菊
池
の
魅
力
に
気
づ
い
て

も
ら
い
、た
く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
る

よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
た
ら
う

れ
し
い
で
す
。

、

辻
つじ

本
もと

郁
いく

美
み

さん

水辺と街のクリエイター

熊本市出 身

ドライブ、ウクレレ、
おいしいものを食
べること。

趣 味

料理（家庭料理なら
何でも作れます♪）

特 技

菊池公園城山展望所にあるラブベンチ。
「ふたりのベンチ」から見る眺めは圧巻！
隈府一円を殿様気分で展望できますよ。

菊池の好きな場所

ー
な
ぜ
菊
池
の
協
力
隊
に
？

　
「
東
京
以
外
の
地
域
で
働
い
て
み

た
い
」と
思
い
始
め
た
矢
先
、協
力

隊
の
募
集
を
見
つ
け
ま
し
た
。
菊
池

は
母
の
出
身
地
で
な
じ
み
が
あ
り
、

父
の
退
職
を
機
に
、両
親
が
熊
本
に

帰
郷
し
た
こ
と
も
私
の
背
中
を
押
し

て
く
れ
ま
し
た
。

ー
ど
ん
な
活
動
を
行
い
ま
す
か

　
起
業
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
仕
事
を

し
て
い
た
の
で
、新
し
い
こ
と
に
挑

戦
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
が
気
軽

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
場
を
作
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
地
元
の
人
が
当
た

り
前
だ
と
思
っ
て
い
る
、地
域
な
ら

で
は
の
モ
ノ
や
コ
ト
に
は
魅
力
が
隠

れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
付
加
価
値
を

付
け
、ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
運
用
で
き

る
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き

た
い
で
す
。

ー
菊
池
の
印
象
は
？

　
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
、農
産
物

も
豊
富
。
必
要
な
も
の
は
市
内
で
手

に
入
る
一
方
、田
舎
暮
ら
し
も
で
き

る
地
域
だ
と
思
い
ま
す
。
明
る
く
元

気
の
良
い
人
が
多
く
、と
て
も
親
切

で
気
取
ら
な
い
温
か
さ
が
心
地
よ
く

感
じ
て
い
ま
す
。

ー
３
年
後
、菊
池
を
ど
ん
な
ま
ち
に

し
た
い
で
す
か

　
菊
池
市
民
の
み
な
ら
ず
市
外
の
人

や
外
国
の
人
に
、”

起
業
す
る
な
ら

菊
池
”と
噂
さ
れ
る
ま
ち
に
し
た
い

で
す
ね
。

古
こ

閑
が

恵
けい

子
こ

さん

まちなか創造プランナー

東京都杉並区出 身

旅行（訪れた国は70カ国以
上）、料理研究、カフェ巡り

趣 味

片付け（引き出しの中から
脳内整理まで、何でもお任
せください！）

特 技

市内にたくさんある上質な温泉。肌に
しみこむ極上のとろとろの湯に癒され
ています。

菊池の好きな場所

菊池レトロ館（中町）で
起業予定の人のお手
伝い中

迫
はざ

間
ま

川を活用したイベントの
企画を進めています
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参加した学生は「他大学と一緒に練習する機会はめったにないので、
とても刺激になる」と語りました

菊池から世界に羽ばたけ
2月23日　九州・中国地方の大学が合同合宿

　竜門ダムの班蛇口湖ボート場で、大学合同のボート競技
合宿がありました。山口、佐賀、福岡、熊本の9大学のボート
部で合同練習することで、強化・普及・親睦を深めることを目
的に開催され、約120人が参加しました。

菊池一族にゆかりのある雲上
宮付近の整備。15人で作業を
行いました

清掃ボランティア活動
2月25日　春の「城山の日」事前作業

　毎年、菊池公園で行われる「城山の日」を前に、菊池市建
設業協会、菊池市造園業組合、NPO 法人菊池公園歴史の
森の皆さんが周辺の整備を実施。除草や剪定作業のおかげ
で、一帯が散策しやすくなりました。

県内や姉妹・友好・交流都市の小中学生から、俳句7,660句、短歌
1,673首、計9,333の作品が寄せられました

第14回万句のふるさと菊池表彰式
2月21日　短歌・俳句に親しむ

　第21代菊
き く

池
ち

重
し げ

朝
と も

公が行ったとされる「菊池万句」にちなみ、
市教育委員会が毎年行っている「万句のふるさと菊池」の表
彰式を七城公民館で実施。入選者のうち最優秀賞の児童生
徒に表彰状と記念品が贈られました。

菊池南中学校野球部２年の山
や ま

下
し た

登
と

阿
あ

さん（前列㊧から2番目）と高永
地区児童会の芹

せ り

川
か わ

琥
こ

珀
は く

さん（前列１番㊨）

小中学生の善行をたたえて表彰
2月20日　菊池教育会第7回里

り

仁
じん

賞表彰式

　菊池教育会（坂
さか

本
もと

敏
とし

正
まさ

会長）が菊池郡市の小中学生や団
体の善行をたたえ表彰しました。市内からは旭志小学校高
永地区児童会と菊池南中学校野球部が受賞。坂本会長は

「今後も活動を続けてほしい」と笑顔を見せました。

展望所からは眼下に隈府の街並みが広がり、天気のいい日には金峰
山や雲仙などの山々も眺めることができます

景色をふたり占めするベンチが完成
2月29日　ラブベンチデザインコンペ2019

　菊池公園城山展望所にグランプリ作品が設置されました。
設計した緒

お

方
がた

胤
かず

浩
ひろ

さんは杉
すぎ

本
もと

美
よ し

貴
た か

九州大学准教授とデザイ
ンの改良を進め、「景色をふたり占めする」というコンセプト
を表現。「菊池千本槍」にも着目した菊池らしい作品です。

「菊池まるごとテーマパーク」構想や、防災力強化のための「逃げる
ばい革命」、「塾ごはん」など、さまざまな提案が出されました

テーマは「菊池の未来市長」！
２月２２～25日　第4回「プラチナ・森の学校きくち」

　市内の中学校から39人が参加し、菊池少年自然の家で開
催。2泊3日の合宿形式で、東大や熊大などの教授や大学生
の指導により、グループ討議をしながら自力で解決策を検討。
自由な発想によるアイデアに会場は盛り上がりました。

園児による雛飾りの展示は20年以上前から続いており、毎年の恒例
行事になっています

雛飾りを花房郵便局に展示
２月19日　花房保育園

　園児自作の雛飾りを花房郵便局に届けました。０・１歳児
は壁掛け、２・３歳児はバッグ、４・５歳児はヨーグルトカップの
リサイクル雛と、45人全員が手作りで作成。宮

み や

本
も と

浩
ひ ろ

高
た か

局長は
「かわいいお雛様を毎年ありがとう」と話しました。

講演をする遠藤さん（写真㊨）。産地銘柄米の試食会も実施。参加
者は、普段食べている米との違いを感じていました

遠
えん

藤
どう

五
ご

一
いち

さんが技術指導
２月19日　良質米づくり技術研修会

　市の水稲栽培技術指導員を務める遠藤五一さん（山形県
在住）を講師に招き、研修会を開催。農業関係者ら約60人
が参加し、水稲施肥早見表や農事気象予測を用いた米づく
りの説明、病害虫の防除の詳しい話を学びました。

ドレスは生徒が約7カ月かけて
自らで制作。手話は1年間学習
してきた成果を披露。ショーの
最後に、素敵な笑顔で自分の
将来について語っていました

中央図書館で手話＆ファッションショー
２月20日　菊池女子高校

　市では市内3高校の活性化を目指して、高校魅力化プロ
ジェクトに取り組んでいます。菊池女子高校の３年生が、高
校生活の集大成として、市内の皆さんに感謝の気持ちを伝
えたいと企画。1００人を越える来場者が見学に訪れました。

人が集うまちにしたい
3月7日　隈府中央通りに台湾料理屋がオープン

　市主催のまちづくり人材育成講座「フューチャーラボ
KIKUCHI」の卒業生、坪

つぼ

井
い

美
み

紀
き

さん（栄町）が中央通りに台
湾料理の店「S

ス 　 ミ

UMI」を開業。地元に貢献したいとの思いか
ら、試行錯誤を繰り返しオープンに至りました。

「菊池の皆さんが集うきっかけ
の1つになってくれれば」と開
業への思いを話す坪井さん

冨田甚平は湿田を乾田化する「冨田式暗
あん

渠
きょ

排水技術」を開発し、美
田を生み出しました

地元の偉人をもう一度学ぶきっかけに
3月3日　冨

とみ

田
た

甚
じん

平
ぺい

翁の顕彰碑を清掃

　七城町台
うてな

区の有志で冨田甚平翁の顕彰碑を清掃しました。
この日は甚平の命日で、12人が参加。冨

とみ

田
た

龍
りゅう

二
じ

区長は「改
めて郷土の偉人を学ぶ良い機会になった。続けていくこと
ができれば」と笑顔を見せました。

目録と巾着袋を受け取る田
た の

上
う え

浩
ひ ろ

輝
き

教育事務所長（中央）と下川副支
部長㊧、内

うち

田
だ

智
とも

三
みつ

副支部長㊨

交通安全用品を市内の小中学生に贈呈
3月10日　熊本県トラック協会

　県トラック協会菊池支部（藤
ふじ

木
き

徳
のり

昭
あき

支部長)が市内の小中
学生に反射材付き巾着袋を贈呈。同会が社会貢献事業とし
て毎年実施し、今年で11回目。下

しも

川
かわ

公
こう

一
いち

郎
ろう

副支部長は「こ
れから明るい学校生活を送ってほしい」と話しました。
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12歳での防災士登録は、県内でも最年少タイ記録です

市内最年少防災士が誕生
３月１１日　菊池市防災士養成講座

　「菊池市防災士養成講座」に当時小学6年生（12歳）の山
やま

口
ぐち

優
まさ

陽
や

さんが見事合格。山口さんは「第一に自分の命を守
る行動をとり、次に周りの人を助けることができるようにな
りたいです」と意気込みを語りました。

㊧から村瀬武志社長、江
え

頭
がしら

実
みのる

市長、松
まつ

本
もと

伸
しん

二
じ

常務取締役。寄贈され
たコイン精米機は、きくち観光物産館に設置しています

コイン精米機を寄贈
3月13日　株式会社ヰセキ九州

　精米したてのお米を手軽に楽しんでもらえるようにと、（株）
ヰセキ九州が市にコンパクト型コイン精米機1台を寄贈。村

むら

瀬
せ

武
たけ

志
し

社長は「精米具合も6段階に選択可能。食べ比べて
自分の好みを見つけてください」と話しました。

永
な が

田
た

佳
よ し

子
こ

代表取締役㊨は「この傘でドライバーの思いやり運転、ゆっ
くり運転の意識が高まってほしい」と話しました

子どもたちを交通事故から守ろう
３月16日　KDSグループ

　KDSグループが、市内小学校の新入生へ「ＫＤＳゆるや傘
キッズバージョン」約450本を贈呈しました。雨天時に子ど
もたちを事故から守ることを目的に開催しており今年で7回
目。本市のほかにも県内市町村へ約1万本贈呈しています。

前列㊧から岩
いわ

根
ね

俊
しゅん

治
じ

さん（旭志中）、緒
お

方
がた

登
と

志
し

子
こ

さん（泗水小）、川
かわ

上
かみ

繁
しげ

美
み

さん（花房小）、後列㊧から桐
きり

陽
よう

介
すけ

さん（七城中）、鶴
つる

田
た

義
よし

晃
てる

さん
（菊池北中）、中

なか

林
ばやし

義
よし

徳
のり

さん（七城小）、藤
ふじ

江
え

房
ふさ

行
ゆき

さん（菊池北小）

校長先生へ感謝を込めて
３月30日　感謝状贈呈

　市内の小中学校を3月に退職した校長先生に感謝状が贈
られ、市役所で贈呈式が行われました。永年にわたる教育
の充実、振興への尽力と、本市の児童生徒の学力、教育環
境の向上に多大な貢献をしたことへの感謝を表すものです。

左から辻
つ じ

文
ふ み

明
あ き

消防長、中
なか

尾
お

祐
ゆう

二
じ

さん（薬師）、中
なか

山
やま

美
み

人
と

子
こ

さん（薬師）、
吉
よし

井
い

數
かず

美
み

さん（田吹）、野
の

口
ぐち

俊
とし

浩
ひろ

菊池広域連合西消防署長。徳
とく

田
だ

光
あり

咲
さ

さん（薬師）は都合により欠席されました

初期消火協力者４人に感謝状を贈呈
3月17日　菊池広域消防本部西消防署で表彰式

　1月に泗水町豊水で発生した建物火災で初期消火を行っ
た4人に対し表彰式が行われ、感謝状が贈られました。吉井
さんは「初めて消火器を使いました。消火器が近くにあって
よかった」と初期消火の大切さを話しました。

「今後も人と人とのつながりを大切に、地域のために自分のできるこ
とを協力していきたい」と語る宮本さん

宮
みや

本
もと

武
たけ

夫
お

さんが受賞
3月13日　県社会福祉功労者及び団体等知事表彰

　元菊池市民生委員児童委員協議会連合会会長の宮本武
夫さん（正院町）が熊本県社会福祉功労者及び団体等知事
表彰を受賞。宮本さんは菊池市民生委員児童委員を15年
務め、地域福祉の推進に大きく貢献しました。

山田理事長㊨は「これまでの菊池市民の信頼を引き継いで、地域に
貢献していきたい」と決意を述べました

新たなるスタート
３月31日　つまごめ荘引継ぎ式

　市特別養護老人ホームつまごめ荘が4月1日に民営化す
るための引継ぎ式を実施。江

え

頭
がしら

実
みのる

市長が社会福祉法人東
康会の山

やま

田
だ

純
じゅん

策
さく

理事長へ目録を手渡し、これからのつまご
め荘の運営をお願いしました。

実践を交えながら全2回開催。色とりどりの美しい花々が植えられま
した

泗水図書館前の花壇を美しく
3月12日　花壇づくり講習会

　特定非営利活動法人「本と人とのネット・泗水」が花壇づく
り講習会を開催。泗水図書館前で花壇の作り方、維持管理
について専門の講師に学びました。レンガの積み方や花の
苗の植え方など正しい知識を学ぶことができました。

花束を持つ子どもたち。ＪＡ菊池花き部会の上
うえ

田
だ

功
いさお

さん（南古閑）は
「子どもたちが喜んでくれて嬉しい」と話しました

小学校卒業生に花束
３月24日　JA菊池花き部会

　地元で生産されたカスミソウやトルコギキョウなどの花を
市内の小学校卒業生429人に贈呈。イベントや会合が自粛
され、花の需要が落ち込む中、本市の緊急対策支援事業を
活用してＪＡ菊池が企画しました。

企画したメンバー。㊧から城
じょう

佐
さ

和
わ

子
こ

さん、野
の

田
だ

哲
てつ

詩
し

さん、㊨から中
なか

山
やま

繁
しげ

雄
お

さん、高
たか

木
き

恵
え

美
み

さん、亀
かめ

崎
ざき

修
しゅう

一
いち

さん。梅
うめ

田
だ

雄
ゆう

二
じ

さんは欠席

菊池の魅力を食で発信
３月23日　菊池御膳

　菊池で事業をしている飲食店・旅館・生産者が、菊池の春
の魅力を食で伝えようと企画。江

え

頭
がしら

実
みのる

市長に完成したお弁
当の報告をしました。今後は他事業者とも協力して、季節ご
とのお弁当を名物にしていきたいと考えているそうです。

石原さん（㊧から2人目）は、2期6年。永田さん（中央）は、2期6年3
カ月、人権擁護委員を務めました

功績をたたえて法務大臣から感謝状
４月７日　人権擁護委員退任感謝状伝達式

　人権擁護委員として人権相談や福祉施設への訪問などの
人権啓発活動に携わった永

なが

田
た

源
もと

彦
ひこ

さん（永）と石
いし

原
はら

克
かつ

子
こ

さん
（今）が、4月1日付けで人権擁護委員を退任。法務大臣か
ら感謝状が贈呈されました。

バッグを受け取る渡
わた

邉
なべ

和
かず

博
ひろ

教育長㊧。緒方会長㊨は「安全を守るた
めに活用してほしい」と話しました

交通事故のない登下校を願って
４月７日　菊池地区交通安全協会

　菊池地区交通安全協会（緒
お

方
がた

宣
のぶ

治
はる

会長）が市内の新小学
1年生に反射レッスンバッグを寄贈。登下校中の子どもたち
の安全を守ることを目的に毎年実施。バッグは市内の新小
学1年生、約450人に贈られました。
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これまでの記事はホームページでも見ることができます。
▼市長の部屋から「メッセージ」
https ://www.city.kikuchi.lg.jp/q/list/305.html

市長からのメッセージ

江頭  実vol.73

◆
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
わ
ず
か
３
カ
月
の
う
ち

に
爆
発
的
に
蔓
延
し
、
世
界
の
感
染
者
２
３
０
万

人
、
死
者
16
万
人
超
（
４
／
20
日
時
点
）
の
深

刻
な
事
態
に
な
る
と
は
誰
が
想
像
し
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
日
本
で
も
全
国
に
緊
急
事
態
宣
言
が

な
さ
れ
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
が
激
変
し
ま
し
た
。

▼
さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
問
題
に
よ
り
こ
れ
ま
で
潜

ん
で
い
た
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
が
浮
き

彫
り
に
な
り
、
今
後
の
世
界
の
あ
り
よ
う
も
大

き
く
変
わ
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
製
造
業
は
中

国
依
存
か
ら
の
脱
却
の
動
き
を
強
め
、
政
治
経

済
面
で
は
米
国
の
よ
う
な
自
国
主
義
の
考
え
が

強
ま
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た「
マ
ス
ク
外
交
」

と
い
う
言
葉
は
、
国
の
安
全
保
障
は
ミ
サ
イ
ル

だ
け
で
は
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。
◆

ま
た
市
民
生
活
に
お
い
て
も
、
自
粛
を
巡
る
「
個

人
の
自
由
と
集
団
の
規
律
」、「
情
報
管
理
と
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
」、「
感
染
者
や
人
種
に
対
す
る
偏

見・差
別
」、「
救
命
の
優
先
度
」
な
ど
の
重
い
テ
ー

マ
を
突
き
付
け
ま
し
た
。
◆
「
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ

ク
」
は
人
々
の
価
値
観
も
変
え
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
コ
ロ
ナ
感
染
は
ヒ
ト
・
モ
ノ
が
密
集
し

た
都
市
生
活
の
弱
点
が
露
呈
し
た
も
の
で
、
あ

ら
た
め
て
命
・
健
康
・
自
然
と
い
っ
た
本
当
に

大
事
な
も
の
に
私
た
ち
の
目
を
向
け
さ
せ
る
結

果
と
な
っ
た
か
ら
で
す
。
本
市
も
決
し
て
油
断

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
菊
池
渓
谷
に
代
表
さ
れ
る

清
ら
か
で
豊
か
な
自
然
や
１
３
０
％
の
食
料
自

給
率
な
ど
、
普
段
は
強
く
意
識
す
る
こ
と
の
な

い
宝
物
に
あ
ら
た
め
て
強
い
誇
り
と
感
謝
の
念

が
湧
き
上
が
り
ま
す
。
一
日
も
早
く
コ
ロ
ナ
が

収
束
し
、
世
界
に
平
和
で
安
全
な
日
々
が
戻
る

こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

コロナが変えるもの

５月１7日
㈰

菊陽中部クリニック（内） 菊陽町 096（232）1566

旭志石田医院（内・循・神内） 菊池市 0968（37）2037

のざわ医院（内・胃・外） 大津町 096（293）8000

古賀眼科（眼） 大津町 096（293）1411

ひろ歯科クリニック 菊陽町 096(285)3456

５月24日
㈰

竹田津医院（内・小） 大津町 096（293）2521

隈部医院（内・消・呼・放） 菊池市 0968（25）2851

菊陽台病院（整） 菊陽町 096（232）1191

ちが産婦人科医院（産・婦） 菊陽町 096（232）9131

今村歯科医院 合志市 096(248)1101

５月31日
㈰

大森医院（内・麻） 合志市 096（248）0003

高木医院（内） 菊池市 0968（25）2532

熊本セントラル病院（整） 大津町 096（293）0555

堀田眼科（眼） 菊陽町 096（292）3455

たかやまデンタルクリニック 大津町 096(294)8020

６月７日
㈰

てらしま小児科医院（小・内） 菊陽町 096（２３２）５１５１

合志第一医院（内） 合志市 096（2４２）２７４５

たがみクリニック（内・胃・外） 菊池市 0968（2４）５３５３

ちとせ眼科（眼） 菊陽町 096（243）1100

橋本歯科医院 菊池市 096８（３８）６０１８

休日在宅当番医

※�当番医は変更される場合があります。最新情報は、菊池郡市医
師会テレホンサービス（歯科と薬局は除く）☎0968(25)３３００
でご確認ください。

５月３日
㈰㈷

武蔵しもむら医院（小・内・ア） 菊陽町 096（339）7561

宮本内科医院（内） 大津町 096（293）1700

庄嶋医院（胃・肛・外） 合志市 096（242）3388

いのうえ眼科（眼） 合志市 096（344）1311

５月４日
㈪㈷

菊池こどもクリニック（小） 菊池市 0968（25）1164

仁誠会クリニック大津（腎内・循内） 菊陽町 096（232）9595

光の森脳神経外科内科（脳・神内・内） 菊陽町 096（232）7711

斎藤産婦人科医院（産・婦） 菊池市 0968（24）1177

５月５日
㈫㈷

西山医院（内・循・小） 菊池市 0968（25）2561

郷胃腸科内科クリニック（胃・内・消・放） 菊池市 0968（38）2121

岩倉整形外科内科医院（整・形・リハ・麻） 大津町 096（293）8888

菊陽レディースクリニック（産・婦） 菊陽町 096（213）5656

高江バス停前薬局 菊池市 0968(38）0701

５月６日
㈬(振休)

清原医院（内・小） 菊池市 0968（38）2106

中野クリニック（内・消・腎） 菊池市 0968（25）5861

菊陽あきたクリニック（内・胃・外） 菊陽町 096（232）8333

友田皮ふ科医院（皮） 合志市 096（248）6211

泗水中央薬局 菊池市 0968(38)6820

５月１０日
㈰

牧診療所（内） 菊池市 096８（25）2317

ちとせ循環器内科（内・循内） 合志市 096（273）７２２７

勝久病院（内） 大津町 096（2９３）５０００

たに耳鼻咽喉科アレルギー科（耳・ア） 菊陽町 096（2３3）３３８７

ハート歯科クリニック 大津町 096（2９４）６７７７

有限会社 深川調剤薬局 菊池市 0968(25)5466

中
なか

山
やま

　悠
はるか

ちゃん（花房台） 加
か

來
く

徳
のり

斗
と

ちゃん（富の原東）

3歳 H29年5月19日生まれ 2歳 H30年5月24日生まれ
江
え

藤
とう

蒼
そう

治
じ

朗
ろう

ちゃん（東原） 金
かな

田
だ

優
ゆう

人
と

ちゃん（花房台）
3歳 H29年5月17日生まれ 3歳 H29年5月24日生まれ

古
ふる

田
た

　雫
しずく

ちゃん（龍門１）

2歳 H30年5月9日生まれ
森
もり

本
もと

　逞
たくま

ちゃん（桜山一）
1歳  R元年5月24日生まれ

高
たか

木
き

蓮
れ

羚
い

ちゃん（大琳寺）

1歳 R元年5月5日生まれ
岩
いわ

木
き

陽
ひ

葵
まり

ちゃん（上西寺）
1歳 R元年5月1日生まれ

中
なか

川
がわ

紫
しい

南
な

ちゃん（立石）

2歳 H30年5月13日生まれ
前
まえ

田
だ

康
こう

泰
すけ

ちゃん（花房台）
3歳 H29年5月1日生まれ

魚
うお

住
ずみ

祐
ゆう

心
しん

ちゃん（神来）

1歳 R元年5月19日生まれ
中
なか

尾
お

丈
じょう

志
じ

ちゃん（片角）
2歳 H30年5月29日生まれ

中
なか

原
はら

遥
はる

音
ね

ちゃん（村吉）

1歳 R元年5月14日生まれ
西
にし

口
ぐち

叶
か

希
のん

ちゃん（野間口）
2歳 H30年5月22日生まれ

古
こ

閑
が

愛
ま

叶
かな

ちゃん（甲佐町） 古
こ

閑
が

七
なな

愛
ら

ちゃん（甲佐町）
3歳 H29年5月25日生まれ 1歳 R元年5月28日生まれ

子育て中の親子が安心して立ち寄ることができる
施設を｢赤ちゃんの駅｣として募集・登録しています。
施設一覧はホームページをご覧ください。
問い合わせ先
子育て支援課子育て支援係 ☎0968（25）7214

施設から一言
ドライブ中、授乳、おむつ
交換など、必要になった際
は気軽にお立ち寄りくださ
い。併設している子育て支
援の部屋では遊ぶこともで
きるよう開放しています。

施設から一言
芝生広場や複合遊具、ふれ
あい動物広場など、家族連
れで楽しめる内容が盛りだ
くさん。9合目から登れる
鞍岳登山や、BBQ、キャン
プもおすすめです。

新明保育園 四季の里旭志
旭志新明２５５５-２
☎0968（37）3126

旭志麓２９３４-１０
☎0968（37）3939

㈪～㈰ 午前１０時～午後９時㈪～㈮ 午前１０時～午後３時
　　　　  授乳の場、おむつ交換の
場およびミルク用のお湯の提供

　　　　　授乳の場、おむつ交換
の場およびミルク用のお湯の提供

利用時間 利用時間

利用内容 利用内容

令
和
２
年
６
月
中
に
誕
生
日
を
迎
え
る
３
歳
ま
で
の
子
ど
も
の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
！（
５
月
10
日
㈰
締
切
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
応
募
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
問
市
長
公
室
広
報
交
流
係 

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
５
２

専用フォーム
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